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受信ずるには 

各種レポート/リストをプリントずる 
困ったときには 
各種機能の登録/設定 
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本製品の仕様や索引を掲載しています。 
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はじめに 


このたびは Canon Satera MF 5700シリーズをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本 
製品の機能を十分にご理解いただき、より効果的にご利用いただくために、ご使用前に本書をよくお 
読みください。また、お読みいただいた後もいつでも使用できるよう大切に保管してください。 

本書の読みかた 


マークについて 


本書では、安全のためにお守りいただきたいことや本製品を使用する上で役に立つ情報に、 
下記のマークを付けています。 

操作上、必ず守っていただきたい重要事項や制限事項が書かれています。誤っ 
た操作によるトラブルを防ぐために、必ずお読みください。 

操作の参考となることや補足説明が書かれています。お読みになることをおす 
すめします。 
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メモ I 


キーの 表記に ついて 


本書では、操作するキーをが下のように記号と [] を用いて表しています。 [] 内には操作パ 
ネル上のキー名称が示されています。 


© 


[スタート]を押します。 


画質〇 [画質]を押します。 


^ディスプレイに表示されるゾッセージ 


ディスプレイのメッセージにはが下のようにく >で囲んで表しています。 

• く メ刊ゲイ、ソノ C イ 7 ス > が表示されたときは、本製品は原稿を読み取れません。 
•番号が登録されていないときは、くミトウ□クテ''ス> と表示されます。 
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お使いになる前に 


CHAPTER 


本製品のファクスの操作に使用ずる操作パネル、待受画面について説明しまず。 


カスタマーサポート 


本製品は、メンテナンスフリーでを/こ、してお使いいただけるように作られています。操作上 
問題が発生したときは、「7章困ったときには」を参照してください。それでも解決しな 
い場合や点検が必要と考えられる場合には、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様 
相談センターにご連絡ください。 
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操作パネル 


ファクスの送信/受信およびメニュー設定に使用するキーについて説明します。 

ここで説明のないキーについては、「ユーザーズガイド」の「1章お使いになる前に」を 
参照してください。 


■ MF 5770 



① [ワンタッチダイヤル]キー 

ワンタッチダイヤルに登録したファクス/電話番 
号にダイヤルするときに押します。 

② [短縮] キー 

短縮ダイヤルに登録したファクス/電話番号にダ 
イヤルするときに押します。 

③ [リダイヤル/ポーズ]キー 

電話番号入力中はポーズ挿入、ファクス待機中は 
リダイヤルのボタンになります。 

④ ；:通信中/メモリランプ 

ファクスの送受信中、または通話中は緑色に点滅 
します。 

ファクス送信の予約中、またはメモリ受信中は点 
灯します。 

⑥ A エラーランプ 

紙詰まりなどの問題が発生したとき、赤色に点滅 
します。（ディスプレイにエラーメッセージが表 
示されます。） 

⑥[フアクス]キー 

ファクスモードに切り替えます。 


⑦ [ メニュ ー] キー 

各種の設定*登録を行うときに使います。 

⑧ [◄(-)] および [►(+)] キー 

選択項目をスクロールするときに押します。 

⑥ [ 濃度] キー 

ファクスの濃度を調節するとき押します。 

® ©[節電] キー 

手動で節電モードを設定’解除するときに押しま 
す。節電モード設定中は緑色に点灯します。 

⑩[電話帳]キー 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録した 
ファクス/電話番号を検索してダイヤルするとき 
に押します。 

⑩[オンフック] キー 

接続した電話機の受話器を置いたままダイヤル 
するときに押します。 















































⑩[システムモニタ]キー 

コ ピー、 ファクス、プリント、レポートの状況を 
確認するときに押します。 

@[クリア] キー 

ディスプレイの入力内容をクリアします。 

©ディスプレイ 

メッセージや動作状況を表示します。また設定時 
に選択項目、テキスト、数きを表示します。 

® ク[スタート]キー 

ファクスの送受信を開始するときに押します。 


⑩ ◎[ストップ/リセット]キー 

ファクスの送受信その他の操作をキャンセルし、 
待受画面に戻すときに押します。 

@ [0 K ] キー 

設定または登録した内容を確定するときに押し 
ます。 

® [画質] キー 

原稿の画質を調節するときに押します。 

@テンキー 

ファクス/電話番号などのダイヤル/登録で、数 
きや文きを入力するときに使用します。 


■ MF 5750 



















































待受画面 


待受画面は選択したモードに応じて異なります。 

ファクスモードの待受画面をつぎに示します。 

■ フアクスモード 

20 日日 12/13 TUE 12: 日 7^ 日付/時刻 
ピドつ t ヨ化、、ム 

H - H 

受信モード 画質 

メモ I コピーモードとスキャンモードの待受画面については、「ユーザーズガイド」の「1章 
お使いになる前に」を参照してください。 


お使 SC な查刖に 
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基本情 » を登録ずる 


2 


CHAPTER 


ここでは、ファクスの送受信に必要な情報を登録ずる方法について説明しまず。 


文字を入力ずる 


名称の入力を促す画面が表示されたら、次のように文きを入力してください。 

文きの入力は操作パネルのテンキーを使います。 

メモI が下ではカナとアルファべットの入力方法を説明します。数字を入力するときは、[乂]を 
2回押してく ：1> を選択し、入力したい数きのテンキーを押します。 

カナを入力ずる 

例：「トウキヨウ」と入力します。 

1 画面入カモードがく：ァ > になっていることを確認しまず。 


ナマエ 

:ァ 

— 
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入力ずる文字をテンキーで選択しまず。 

キーを押すたびに、次の表で示した順に文き力巧]り替わります。 



基 

本 

情 

報 

を 

登 

録 

ず 

る 


キー 

入力される文字 

を 

アパなアイゥエォ 

。。。© 

財クケ] 

畑矮 

サシスセソ 

，■感 

タチツテトツ 

’* 續 

ナニヌネノ 

"■"感 

八ヒフへホ 

7。 巧 

7ミムメモ 


ヤユヨャュョ 

，，…獲 

ラリルレ □ 

を 

ヮヲン 




「トウキヨウ」と入力するときは、次のように押します。 



發资©ーウ 
*矿©ーキ 



©獲©ーウ 
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メモ 1 •入カモードは[乂]を押すたびに、カナーアルファべットー数きと変わり、数きの次は最初 
のカナに戻ります。 

• スぺースを入れたいときには [►(+)] を押します。 

•文字を消去するには、[クリア]を押します。 

. 力ーソルは [◄(-)][►(+)] を押すと移動させることができます。 

•同じキーの文きを続けて入力するときは、 [►(+)] を押してカーソルを右へ移動します。 
.入力を間違えたときは、 [◄(-)][►(+)] と[クリア]を使って間違えた文字を消去してから 
入力し直します。 

.[クリア]を長く押して、入力した文字をすべて削除することもできます。 

3 ずべての文字を入力したあと、 [0 K ] を押しまず。 


アルフアベツトを入力ずる 

例： 「Tokyo」 と入力します。 

7 [关]を押して、く: A > を選択しまず。 


ナマエ 

: A 

— 



基本情報を謙ずる 
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入力ずる文字をテンキーで選択しまず。 

キーを押すたびに、次の表で示した順に文きが切り替わります。表にあるように [T ]、 [#] 
を押すことで記号を入力することもできます。 


キー 

入力される文字 

を 

風- _/ 

池。© 

ABCabc 

，巧 

DEFdef 

感 

GHlghi 

* 感 

JKLjkl 

寒© 

MNOmno 


PQRSpqrs 


TUVtuv 


WXYZwxyz 

"惑 

へ |_ 二/1’？$@%&+¥〇[ ][} く > 


叮 okyo 」 と入力するときは、次のように押します。 



5*矿矿矿矿矿矿感 一 y 



2 


基本篇を議ずる 
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メモ 1 •入カモードは[乂]を押すたびに、カナーアルファべットー数きと変わり、数きの次は最初 
のカナに戻ります。 

• スぺースを入れたいときには [►(+)] を押します。 

. 力ーソルは [◄(-)][►(+)] を押すと移動させることができます。 

•同じキーの文きを続けて入力するときは、 [(+)] を押してカーソルを右へ移動します。 
•入力を間違えたときは、 [◄(-)][►(+)] と[クリア]を使って間違えた文字を消去して入力 
し直します。 

•[クリア]を長く押して、入力した文きをすベて削除することもできます。 

. 登録できる名称の文字種や文字数は設定する内容によって異なります。 


J ずべての文字を入力したあと、 [0 K ] を押しまず。 


基本情報を登録ずる 
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発信元の情報を登録ずる 


相手先の記録紙に EP 字される発信元の情報（電話番号や発信者名、日付/時刻など）を登録 
します。 


発信元情報とは 

発信元情報は、が下のよラに相手先の記録紙上部にプリントされます。 


送信の日付と 
時刻 


ファクス/電話番号一 
番号の前に < FAX > ま 
たは < TE レを表示ず 
ることもできます。 

( ーメニューの設定内 
容 < テ’ンワがン ]’ 巧-ク> : 
P .8-3) 


200512/13 15:33 FAX 123 4567 


THE SLEREXE 

SAPORS LANE.E 

TELEPHONE BOO 


Our Ref. 350/PJC/EAC 


COMPANY LIMITED 

100 LE.DORSET.BH25 8ER 

-E (94513) 51617 - FAX 1234567 


ページ番号 


メモ I 発信元情報のプリント位置は、読み取り可能範囲の内側/外側のどちらにも設定可能です。 

(ーメニューの設定内容く八ッシンモトキロクイチ> : P .8-3) 


















曰付/時刻を登録ずる 


@ メモ！ ユーザデータリストをプリントすれば、現在の設定を確認することができます。（ーユー 
ザデータリストをプリントする： P .6-7) 

7 [メニユ ー] を押しまず。 

之 [◄トリまたは [►(+)] を押してくタイ7-セッテイ>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

J [◄トリまたは [►(+)] を押してくヒツ' ケ/シ' ] クセット>を選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 

4 テンキーを使って日付件/月/日）と時刻に4時間制）を入力し、 [0 K ] 
を押しまず。 


ヒツ '' ケ/シ '' 〕クセット 


タイマーセツテイ 

1 05 12/13 11:01. 

—► 

2 .ヒツ ''ケ/シ、'〕クタイフ。 


年は最後の2おだけ入力します。 


5 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 


基本情報を謹ずる 
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発信元番号と発信者名を登録ずる 

1 [メニュ ー] を押しまず。 

之 [イト)]または [►(+)] を押してくファクスシ巧かッテイ>を選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 

3 [イト)]または [►(+)] を押してくキホンかッテイ>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4 [イト)] または [►(+)] を押してく 7 ンワカイセンかッテイ>を選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 

5 [◄(-)] または [►(+)] を押してくトサ'' tel トウロク>を選択し、 [ ok ] を押しま 
ず。 

0 テンキーを使ってファクス/電話番号を入力し（スペースを含めて20巧 
まで)、 [ OK ] を押しまず。 


ユーサ '' TEL トウ□ク 


テ'' ンワカイセンセツテイ 

123 XXXXXXX 

—► 

2 •カイセンシュルイセンタク 


数字の前にプラス記号 （+) を入力するには、 [#] を押します。 

直前に入力した数字を削除するには、[クリア]を押します。[クリア]を押しつづけると、 
入力した内容がすべて削除されます。 

/ [メニユ ー] を押しまず。 

8 [◄卜 )] または [►(+)] を押してく：1-サ' リヤクシヨウトウロク>を選択し、 [ OK ] を押し 
まず。 

9 テンキーを使って名前を入力し（スぺースを含めて24文字まで)、 [ OK ] 
を押しまず。 


ユーサ '' IJ トクショウトウ□ク：ア キホンセツテイ 

キトノン ー 3 .八ツシンモトキロク 







ブ 0 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 


電話回線の種類を設定ずる 


本製品を使用する前に、電話回線の種類が正しく設定されていることを確認してくださし、。 
電話回線の種類がわからない場合は、電話会社にお問い合わせください。 


メモ I ューザデータリストをプリントすれば、現在の設定を確認することができます。（ーュー 
ザデータリストをプリントする： P .6-7) 

1 [メニュ ー] を押しまず。 

2 [◄トリまたは [►(+)] を押してくファクスシヨウセッテイ>を選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 

3 [◄トリまたは [►(+)] を押してくキホンセッテイ>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4 [イト)]または [►(+)] を押してく 7 ンワカイセンセッテイ>を選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 

5 [◄(-)] または [►(+)] を押してくカイセンシュルイセンタク>を選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 

0 [◄(-)] または [►(+)] を押して電話回線の種類を選択し、 [0 K ] を押しま 

ず。 

が下の回線種類を選択することができます。 

•プッシュ回線 （ PB 回線）の場合はくプッシュカイセン> 

•アナログ回線 （ DP 回線）の場合は < ダイヤルカイセン> 

くダイヤルカイセン > を選択した場合は、回線速度をく 20 PPS > かく1 OPPS > から選択できます。 

/ [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 





基本篇を議ずる 
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ダイヤル登録機能 
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CHAPTER 


ここでは、相手先の名前と香号を1つまたは2つのキーの登録ずることで、簡単にダイヤル 
ずる方法について説明しまず。 


ダイヤル登録の種類 


ダイヤル登録をすると、少ないキーの操作でファクス/電話番号をダイヤルできます。 
ダイヤル登録にはが下の種類があります。 

■ワンタッチダイヤル 

ワンタッチダイヤルに ファクス/ 電話番号を登録すると、ワンタッチダイヤルキーを押す 
だけで登録した相手先にダイヤルできます。（ーワンタッチダイヤルを登録する： P.3-1) 

■ 短縮ダイヤル 

短縮ダイヤルにファクス/電話番号を登録すると、[短縮]と2おの短縮番号を押すだけ 
で登録した相手先にダイヤルできます。（一短縮ダイヤルを登録する： P.3-3) 

■グループダイヤル 

あらかじめワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルをグループダイヤルとして登録して 
おき、そのグループのワンタッチダイヤルキーまたは[短縮]と短縮番号を押して、グ 
ループすべての番号に原稿を送信します。（ーグループダイヤルを登録する： P.3-5) 

メモ I 登録後は、すべてのファクス/電話番号のリストをプリントし、保管しておくことをおす 

すめします。（ーダイヤルリストをプリントする： P .3-7) 


ワンタッチダイヤルを登録ずる 


ワンタッチダイヤルを使用するには、あらかじめ巧手先のファクス/電話番号を登録する必 
要があります。（ーワンタッチダイヤル： P.4-6) 

ワンタッチダイヤルキーは、グループダイヤル番号を含めて]2件まで登録することができ 
ます。 
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メモ I • ワンタッチダイヤルキーそれぞれに複数のファクス/電話番号を登録することもできま 
す。（ーグループダイヤルを登録する： P .3-5) 

1 [メニュ ー] を押しまず。 

之 [◄卜 )] または [►(+)] を押してくアテサキトウロク>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

3 [◄卜 )] または [►(+)] を押してくワンタッチダイトル > を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4 [イト)]または [►(+)] を押してワンタッチダイヤルキー(01〜1 2) を選 
択しまず。 [ OK ] を2回押しまず。 

ワンタッチダイヤルキーを押すことによってキーを選択することもできます。 

5 テンキーを使って登録ずるファクス/電話番号を入力し（スペースとポー 
ズを含めて120巧まで)、 [ OK ] を2回押しまず。 

テ'' ンワ八'' ンコ ''ウ 「ナ マエ ： A 

9 0 5 XXXXXXX 


6 テンキーを使って登録ずる名前を入力し（スペースを含めて16文字ま 
で)、 [ OK ] を押しまず。 


ナ7ェ 

:ァ 


テ'' ンワ八'' ンコ '' ウトウ□ク 

キトノン八ン八'' ィ 


—► 

[ 01 ] キノン八ン八'' イ 


ワンタッチダイヤルキーの登録を続けるには、手順4から繰り返します。 

7 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 


メモ I ワンタッチダイヤルに相手先の名前を登録するには、本製品に登録してある宛先名を使用 
してくださし、。 











登録内容を変更/削除ずる 


■ 香号を変更ずる 

「ワンタッチダイヤルを登録する」（一 P .3-1) の手順]〜4を行います。手順5で[ク 
リア]を押し続けて番号全体を削除します。つづいてテンキーで新しい番号を入力し、 
[0 K ] を押してから[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 

メモ I [◄(-)] または[クリア]を数回押して登録した番号を削除することもできます。 

■ 名前を変更ずる 

「ワンタッチダイヤルを登録する」（一 P .3-1) の手順]〜5を行います。手順6で[ク 
リア]を押して名前を削除します。つづいてテンキーで新しい名前を入力し、 [0 K ] を押 
してから[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 

メモ I [◄(-)] または[クリア]を数回押して登録した名前を削除することもできます。 

■ 登録を削除ずる 

「ワンタッチダイヤルを登録する」（一 P .3-1) の手順]〜4を行います。手順5で[ク 
リア]を押し続けて番号を削除します。つづいて [0 K ] を押してから[ストップ/リセッ 
卜]を押して待受画面に戻ります。 


メモ I •登録した番号を削除すると、登録した名前は自動的にクリアされます。 

. M 卜)]または[クリア]を数回押して登録した番号を削除することもできます。 


短縮ダイヤルを登録ずる 


短縮ダイヤルを使用するには、あらかじめ巧手先のファクス/電話番号を登録する必要があ 
ります。（一短縮ダイヤル： P .4-5) 

ファクス/電話番号は ] 00件まで登録することができます。 

1 [メニュ ー] を押しまず。 


と [◄トリまたは [► (+)] を押してくアテサキトウロク>を選択し、 [ OK ] を押しまず。 


J [◄トリまたは [►(+)] を押してくタンシユクタイトル>を選択し、 [ OK ] を押しまず。 
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4 [◄(-)] または [►(+)] を押して短縮ダイヤル番号 （00 〜 99) を選択し、 

[ OK ] を2回押しまず。 

[短縮]を押して、テンキーで2おの短縮番号を入力しても選択できます。 


5 テンキーを使って登録ずるファクス/電話番号を入力し（スペースとポー 
ズを含めて120巧まで)、 [ OK ] を2回押しまず。 

テ'' ンワ八'' ンコ''ウ 1I ナ71 : A 

149 XXXXXXX 


6 テンキーを使って登録ずる名前を入力し（スペースを含めて16文字ま 
で)、 [ OK ] を押しまず。 


ナ71 : A 


タンシュクグイヤル 

キトノン八ン八'' ィ 

—► 

[木0 0 ] キトノン八ン八'' イ 


短縮ダイヤルの登録を続けるには、手順 4 から手順を繰り返します。 


7 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 


登録内容を変更/削除ずる 

■ 番号を変更ずる 

「短縮ダイヤルを登録する」（一 P .3-3) の手順1〜4を行います。手順5で、 

[クリア]を押して番号を削除します。つづいてテンキーで新しい番号を入力し、 [ OK ] を 
押してから[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 

メモ I [イト)] または[クリア]を数回押して登録した番号を削除することもできます。 

■ 名前を変更ずる 

「短縮ダイヤルを登録する」（一 P .3-3) の手順1〜5を行います。手順6で、 

[クリア]を押して名前を削除します。つづいてテンキーで新しい名前を入力し、 [ OK ] を 
押してから[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 

メモ I [イト)] または[クリア]を数回押して登録した名前を削除することもできます。 

■ 登録を削除ずる 

「短縮ダイヤルを登録する」（一 P .3-3) の手順]〜4を行います。手順5で、[クリア] 
を押して番号を削除します。つづいて [ OK ] を押してから[ストップ/リセット]を押し 
て待受画面に戻ります。 











メモ I •登録した番号を削除すると、登録した名前は自動的にクリアされます。 

. M 卜)]または[クリア]を数回押して登録した番号を削除することもできます。 


グループ ダイヤルを登録ずる 


グループダイヤル（ーグループダイヤル： P .4-7) を使用するには受信者のファクス/電話 
番号を登録しておく必要があります。 

グループダイヤルは、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルと合わせて、最大]]1件まで登 
録できます。 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルを登録すると、その分登録できるグループダイヤル数は 
減ります。 


メモ I •入力できるファクス/電話番号は、あらかじめ登録されたワンタッチダイヤル/短縮ダイヤ 
ルの番号だけです。登録方法はが下を参照してください。 

.ワンタッチダイヤルを登録する（一 P .3-1) 

•短縮ダイヤルを登録する（一 P .3-3) 

•数きの入力にテンキーを使用することはできません。 

1 [メニュ ー] を押しまず。 

之 [◄トリまたは [►(+)] を押してくアテサキトウロク>を選択し、 [0K] を押しまず。 

3 [◄トリまたは [►(+)] を押してくゲル-グダイヤル>を選択し、 [0K] を押しま 
ず。 

4 グループダイヤルとして設定ずる、空いているワンタッチダイヤルキー 
または短縮ダイヤル番号を指定しまず。 

• ワンタッチ ダイヤル キーでグループを 登録ず るには 

□ [イト)] または [►(+)] を押してワンタッチダイヤルキー(01〜 12) を選択し、 
[ OK ] を2回押します。 

登録したいキーを直接押して選択することもできます。 

• 短縮ダイヤル香号でグループを登録ずるには 

□ [短縮]を押し、テンキーを使って2巧の番号 （00 〜 99) を入力してから、 
[ OK ] を2回押しまず。 
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5 グループに登録ずるワンタッチダイヤル番号/短縮ダイヤル番号を選択 
し、 [0 K ] を2回押しまず。 

ワンタッチダイヤルキーに登録されている番号をグループに登録するには、目的のワン 
タッチダイヤルキーを押します。 

短縮ダイヤルに登録されている番号をグループに登録するには、[短縮]を押し、テンキー 
を使って2巧の短縮番号を入力します。複数の短縮番号を登録するときは、それぞれの短 
縮番号の前に[短縮]を押します。 

メモ I 入力した番号を確認するには、[イト)]または [►(+)] を押します。 

〇 テンキーを使ってグループの名前を入力し（スペースを含めて16文字ま 
で)、 [0 K ] を押しまず。 


ナ7エ :1 


グル-フ°グイトル 

キトノングル-フ° 2 

—► 

[02] グル-フ°夕'' イヤル 


他のグループも登録するには、手順4から繰り返します。 
ここで入力した名前は、ダイヤ J レ登録リストに表示されます。 


7 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 


登録内容を変更/削除ずる 

■ グループからファクス/電話番号を削除ずる 

「グループダイヤルを登録する」（一 P .3-5) の手順]〜4を行います。手順5で、 [◄(-)] 
または [►(+)] を押して削除する番号を表示し、[クリア]を押します。 [0 K ] を押して力、 
ら[ストップ/リセット]を押して待受画面に戻ります。 

■ グループにファクス/電話香号を追加ずる 

「グループダイヤルを登録する」（一 P .3-5) の手順]〜4を行います。手順5で、説明 
に従って追加する番号を入力します。 

■ グループごと削除ずる 

「グループダイヤルを登録する」（一 P .3-5) の手順]〜4を行います。手順5で、すべ 
ての番号が削除されるまで[クリア]を押したままにし、 [0 K ] を押してから[ストップ/ 
リセット]を押して待受画面に戻ります。 


@ メモ！ すべての番号を削除すると、登録したグループ名は自動的にクリアされます。 
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ダイヤルリストをプリントずる 


ダイヤル登録した相手先のリストをプリントすることができます。リストは、ダイヤルする 
とき参照できるように、本製品の近くに保存しておくことをおすすめします。 

7 [メニュ ー] を押しまず。 


と [◄(-)] または [►(+)] を押してくレが-卜/リスレを選択し、 [0 K ] を押しまず。 


3 

4 


[◄トリまたは [►(+)] を押してくタイヤルリスレを選択し、 [0 K ] を押しまず。 


[◄トリまたは [►(+)] を押してプリントずるリストを選択し、 [0 K ] を押し 
まず。 

が下のリストを選択することができます。 

•くワンタッチダイヤルリスト> 

•くタンシュクタ'' イヤルリスト> 

•くグル-プダイヤルリスト> 



ダ 


ヤ 

ル 

登 

録 

機 

能 


リストの例をが下に示します。 


■ ワンタッチダイヤルリスト 


200512/13 10:32 FAX 033333333 キヤノン 因 001 


本ホホ本ホ本本ホホ本本本本ホホネネホ本ホホ本本ホ 

本本* ワンタッチグイヤルリスト * 本* 

本ホホホ本本本ホネネ本本本ホホ本本本水ホネネ本ホ 

番号 

巧手先アドレス 

相手先略称 

[ 01] 

0312343333 

エイギヨウ 

[ 02] 

0312342222 

カイハツ 2 

[ 03] 

0488123456 

サイタマシテン 

[ 04] 

夕''ルーグタ''パ/レ 

シテン A グループ 


■短縮ダイヤルリスト 


200512/13 10:47 FAX 0333333333 キヤノン 区] 001 


木水木幸木木本本幸木幸木本木木冰木冰木木幸本幸 

水*本 短縮夕。 イヤルリスト * 本水 

ホ本本本ホホ本ホ本ホ本本本ホホネネキネ夺本本本 

番号 

巧手先アドレス 

相手先略称 

[*01] 

0488123456 

サイタマ 

[* 02] 

0521234567 

トウ方ィ 

[*03] 

0762123456 

ホタリタ 

[*04] 

0111234567 

ホッカ仆''ウ 
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■ グループダイヤルリスト 


200512/13 17:00 FAX 0333333333 

キ卞ノン 

团 001 



味ホホ本本ホホホホホ本ホ本ホホキネホ本ホホホ水ホ 

*** ク''ル-フ。グイヤルリスト *** 

ネネ木ホホ木本ホホホ本ホキキホホ本ホキネホホ本ホ 


[ 07] 

キヤノンク‘ ルーフ° A [ 

[ 

01] 0112341111 

02] 0312341111 

ホツカイト'ウ 
カイ/、ツ 

[ 08] 

コウナイク’ ルーフ° A [ 

[ 

03] 0312342222 

04] 0312343333 

カイ A ツ 

キヤノン A ン A イ 


D ダ V で謙機能 


3-8 







送信ずるには 


4 


CHAPTER 


ここでは、ファクスを送信ずる方法について説明しまず。また、スキヤンの設定を調節して 
画質を良くする方法についても説明しまず。 


送信方法 


ファクスの送信には2つの方法があります。 

•メモリ送信 
• 手動送信 

メモ I •コンピュータから文書をファクスすることもできます。ファクス送信ソフトウェアをイン 
ス I -ールする場合は、が下を参照してください。 

. 「セットアップシ-卜」の「ソフトウェアのインストー ル 」 （MF 5750のみ）、「セット 
アップシート（ネットワーク.プリンタ機能設定編)」の「本製品をローカルプリンタと 
して使用する （ USB 接続）」または「本製品をネットワークプリンタとして使用する 
(ネットワーク接続)」 （ MF 5770のみ） 

-「ソフトウェアガイド」の「1章インストールする」 

.コンピュータからのファクス送信について詳しくは、「ソフトウェアガイド」の「4章コ 
ンピュータからファクス送信する （ MF 5750 / MF 5770のみ）」を参照してください。 


メモリ送信 

原稿を効率的に送信するために、通常はメモリ送信の使用をお勧めします。 

くメモリゲイッ八°イデ'ス> が表示されている場合、原稿の読み込みはできません。その場合は、メモ 
リに蓄積されているファクスの送信が済むまで待ってから、再度原稿を読み込ませてくださ 
し、。 

相手先番号の自動リダイヤル待機中、次に送信するファクスをセットできます。自動リダイ 
ヤルの設定方法について詳しくは、（一自動リダイヤル： P .4-8) を参照してください。最大 
20件のファクス送信を蓄積できます。 

メモ I 相手先の番号の自動リダイヤルを待っている間、新しいファクスジョブを登録することが 

できます。自動リダイヤルの設定方法について詳しくは、「自動リダイヤル」（一 P .4-8) を 
参照してください。メモリに保をできるファクスジョブは20件までです。相手側のファ 
クスが Canon Satera MF 5700シリーズで JTU - T チヤート No . l を標準モードで送信し 
た場合、メモリに蓄積できる最大のページ数は送信側のフアクスによって異なります。 


4-1 









1 原稿台ガラスまたは ADF に原稿をセットし、[ファクス]を押しまず。 

ファクスで送信できる文書の種類、要件、文書のセットのしかたについて詳しくは、「ユー 
ザーズガイド」の「3章原稿の取り扱い」を参照してください。 


こ 文書の設定を調整しまず。 

-[画質]を押してファクスの解像度を選択します。（一画質を変更する（ファクス解像度）： 
P.4-4) 

-[濃度]を押してスキャン濃度を選択します。（一濃度（スキャン濃度）を調節する： P.4-4) 

〇 相手先のファクス/電話番号を入力しまず。 

ダイヤル方法について詳しくは、「ダイヤル方法」（一 P.4-5) を参照してください。 

今[スタート]を押しまず。 

ADF に原稿をセットした場合は、自動的にファクスが送信されます。 

原稿台ガラスを使用している場合、読み取りが終了するとディスプレイに原稿を取り替え 
るよう表示が出ます。次のページをセットし（複数ページの原稿の場合)、[スタート]を押 
します。送信を開始するには、すべての原稿が読み込まれてから [0K] を押します。 


感メモ！ メモリ送信をキャンセルするには、[ストップ/リセット]を押します。 

送信は、[システムモニタ]でもキャンセルすることができます。（ーユーザーズガイド 
「7章 システムモニタ」） 


手動送信 

手動送信は、文書を送る前に相手と話をしたいとき、または相手が自動受信の可能なファク 
スを持っていない場合に行います。 


メモ I •文書を送る前に相手と話をしたい場合には、本製品に電話を接続する必要があります。 
•手動送信の場合、原稿台ガラスは使用できません。 

7 文書を送る前に相手と話をしたい場合には、本製品に電話を接続しまず。 

本製品に電話を接続する方法について詳しくは、「セットアップシート」の「電話回線を接 
続する」 （MF 5750のみ)、「セットアップシート（本体設置編)」の「電話回線に接続する」 
(MF 5770のみ）を参照してください。 


こ 文書を ADF にセットし、[ファクス]を押しまず。 

ファクスで送信できる文書の種類、要件、文書のセットのしかたについて詳しくは、「ユー 
ザーズガイド」の「3章原稿の取り扱い」を参照してください。 







3 文書の設定を調整しまず。 

•[画質]を押してファクスの解像度を選択します。（一画質を変更する（ファクス解像度）： 
P .4-4) 

-[濃度]を押してスキャン濃度を選択します。い濃度（スキャン濃度）を調節する： P .4-4) 

4 [オンフック]を押ずか、電話の受話器を取りあげまず。 


5 相手先のファクス/電話番号を入力しまず。 

ダイヤル方法について詳しくは、「ダイヤル方法」（一 P .4- 已）を参照してくださし、。 


6 受話器で相手と話をしまず。 

手順4で[オンフック]を押したときは、受話器を上げないと相手の声が聞こえません。 
相手の声でなく「ピー」という音が聞こえるときは、手順8に進んでください。 


7ファクスの受信準備をずるよラに相手に伝えまず。 


8 r ピ ー J という音が聞こえたら[スタート]を押し、受話器を置きまず。 


メモ I .手動送信をキャンセルするには、[システムモニタ]を押します。（ーユーザーズガイド 
「7章 システムモニタ」） 

.オフフックアラームが鳴った場合は、受話器が受け台に正しく置かれているか確認してく 
ださい。オフフックアラームを鳴らさないように設定することができます。（ーメニュー 
の設定内容 < オフフックアラ-ム> : P .8-3) 


送信ずるには 
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画質を調節ずる 


ファクスで送信する原稿の画質を向上させるための設定を説明します 

画質を変更ずる（ファクス解像度） 

送信する原稿の画質（ファクス解像度）を変更することができます。画質が高いほど巧手が 
受け取る画像は高品質になりますが、通信時間も長くかかります。送信する原稿の内容に合 
わせて画質を変更してください。 

7 [画質]を押しまず。 

之 [◄(-)] または [ M +)] か、 [ 画質]を押して解像度を選択し、 [0K] を押しまず。 

が下の解像度を選択することができます。 

.くヒヨがユン > - テキストだけのほとんどの文書に対応 
-くファイン>-プリント状態の良い文書用 
•くシャシン > - 写真を含む文書用 

• <ス-八° -ファイン > - プリント状態が良く、イメージを含む文書用（解像度はくヒヨウシ'' ユン > の 4 倍） 
•く ウルトラファイン > - プリント状態が良く、イメー ジを含む文書用（解像度はくヒヨウシ'' ユン > の8倍） 

濃度（スキャン濃度）を調節ずる 

濃度とは、イメージの明るい部分と暗い部分の差の程度を指します。 

7 [濃度]を押しまず。 

之 [イト)]または [►(+)] を押して濃度を選択し、 [0K] を押しまず。 


パト'' 



-ウスク 

ani □■隆 

]ク+ 


2005 12/13 TUE 15:10 

シ''卜''う ファイン 


が下の濃度を選択することができます。 

•標準の文書の場合は、中間に設定します。 

.薄い文書の場合は、 [►(+)] を押して濃くします 
•濃い文書の場合は、[◄卜 )] を押して薄くします 





タイヤル方法 


相手先のファクス/電話番号のダイヤル方法にはが下の種類があります。 

■ ファクス/電話香号が登録されていない場合 
.通常のダイヤル 
. リダイヤル 

■ ファクス/電話香号が登録されている場合 
•ワンタッチダイヤル 
.短縮ダイヤル 
.グループダイヤル 
•電話帳からのダイヤル 

メモ I .登録されているファクス/電話番号がわからない場合は、リストをプリントして番号を 
チェックしてください。（ーダイヤルリストをプリントする： P .3-7) 

.ダイヤル登録でファクス/電話番号を登録する方法については、「3章ダイヤル登録機能」 
を参照してください。 

•ダイヤルするときは、ファクスモードに設定する必要があります。 

通常のダイヤル 

電話機でダイヤルするのと同様に、操作パネルのテンキーで相手先のファクス/電話番号を 
入力します。 

7テンキーでファクス/電話番号を入力しまず。 

メモ I 間違った番号を押した場合は、[イト)]または[クリア]を押して最後の数きを削除します。 
[クリア]を押したままにすると、数字をすべて削除できます。 

之 [スタート1を押しまず。 


送信ずるには 
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ワンタッチダイヤル 

1 目的のワンタッチダイヤルキー （01 〜 12) を押しまず。 

そのワンタッチダイヤルキーで登録されている番号が表示されます。 

押したワンタッチダイヤルキーにファクス/電話番号が割り当てられていない場合、 
くミトウロク 7 ス > が表示されます。 

メモ I 間違ったキーを押した場合は、[ストップ/リセット]を押します。 

之 [スタート]を押しまず。 


短縮ダイヤル 

1 [短縮]を押し、テンキーで目的の2巧の番号 (00 〜 99) を入力しまず。 

その短縮ダイヤルで登録されている番号が表示されます。 

入力した短縮ダイヤル番号にファクス/電話番号が割り当てられていない場合、くミトウ□クテ''ス> 
が表示されます。 

メモ I 間違った番号を入力した場合は、[ストップ/リセット]を押します。 


と [スタート]を押しまず。 







グループ ダイヤル 


1 目的のワンタッチダイヤルキー （01 〜 12) を押ずか、[短縮]とグルー 
プを示ず2巧の番号 （00 〜 99) を入力しまず。 

グループの 名前が表示されます。 

押したワンタッチダイヤルキーにファクス/電話番号が割り当てられていない場合、 
<ミトウ□クテ''ス> が表示されます。 

メモ I •間違ったキーを押した場合は、[ストップ/リセット]を押します。 

• 未登録のファクス/電話番号を直接グループに登録することはできません。 

こ [スタート]を押しまず。 

電話帳からのダイヤル 

電話帳からのダイヤルを利用すると、登録した巧手先の名前からダイヤルする番号を検索で 
きます。相手先の名前が分かっていて、番号が登録されているワンタッチダイヤルキー、短 
縮ダイヤル番号やグループダイヤルのどこの登録したのかを思い出せないときに便利です。 

7 [電話帳]を押しまず。 

番号が登録されていない場合はくミトウロクテ''ス> が表示され、ディスプレイはダイヤル入カモー 
ドに戻ります。 

こ テンキーを押して検索ずる相手先の名前の最ネ刀の文字を入力し、 [ OK ] を 
押しまず。 

例えば、"チ"で始まる名前を検索する場合は、 [4] (夕 GHI ) を2回押します。 

入力した文字で始まる項目が表示されます。 

入力した文字で始まる項目がない場合、入力した文字は、ダイヤル入力されません。 
テンキーで相手先のファクス/電話番号を入力する（一通常のダイヤル： P .4-5) かファク 
ス/電話番号を登録してください。（一「3章ダイヤル登録機能」） 

•登録名を確認ずるには 

□ [►(+)] を押すと、相手先の名前が五十音順に表示されます。 

□ [◄トリを押ずと、逆順に表示されます。 

最後の名前まで進むと、最初の名前に戻ります。 


送信ずるには 
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3 目的のダイヤルが表示されたら [0 K ] を押しまず。 

相手先のファクス番号と名前、またはグループダイヤル番号とグループ名が表示されます。 

今[スタート]を押しまず。 


ダイヤル 


リダイヤルの方法は2つあります。 

.手動リダイヤル 
. 自動リダイヤル 

手動リダイヤル 

[リダイヤル/ポーズ]を押すと、テンキーで最後にかけた番号にもう一度ダイヤルできます。 

メモ I .手動リダイヤルをキャンセルするには、[ストップ/リセット]を押します。 

•最後にテンキーを使ってかけた番号は、電源コードを抜き差しすると、消去されます。 

自動リダイヤル 

メモリ送信で文書を送るとき、送信先のファクスが通話中の場合に、一定の間隔を置いて自 
動的にダイヤルし直すことができます。 

自動リダイヤルの設定は、必要に応じて変更することができます。（一自動リダイヤルを設 
定する： P .4-8) 


メモ I 自動リダイヤルをキャンセルするには、リダイヤルが開始されるまで待ち、[ストップ/ 
リセット]を押してディスプレイの指示に従います。 

自動リダイヤルは、[システムモニタ]でもキャンセルすることができます。（ーユーザー 
ズガイド「7章システムモニタ」） 

■自動リダイヤルを設定ずる 

が下の設定を変更することができます。 

-自動リダイヤルの可否 
-リダイヤルの回数 
-リダイヤルの間隔 


送信ずるには 
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1 [メニュ ー] を押しまず。 

ク [◄トリまたは [►(+)] を押してくファクスシ巧セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 

3 [◄(-)] または [►(+)] を押してくソウシンキノウセツテイ>を選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 

4 [イト)] または [►(+)] を押してくシ'ドウリダイヤル>を選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 

5 [◄(-)] または [►(+)] を押し、くスル>を選択して自動リダイヤルをオンにず 
るか、くシナイ> を選択してオフにしまず。 

• くシナイ> を選択した場合 

□ [0 K ] を押します。 

• くスル> を選択した場合 

□ [0 K ] を2回押します。 

□[イト)]または [►(+)] を押すか、テンキーを使ってリダイヤルの回数を入力し、 
[0 K ] を2回押します。 

リダイヤルは！〜10回の範囲で設定することができます。 


リタ'' イトルカイスウ 


リタ'' イヤルカンカク 

2カイ 

—► 

2フン 


□ [◄(-)] または [►(+)] を押すか、テンキーでリダイヤルの間隔を入力し、 [ OK ] 
を押します。 

間隔は2〜99分の範囲で設定することができます。 


リタ'' イトルカンカク 


ソウシンキノウセツテイ 

4フン 

—► 

4 .グイヤルタイムアゥト 


6 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 


送信ずるには 
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同報送信 


1回の操作で、最大113箇所の相手に同じ原稿を送信できます。この機能を同報送信と呼 
びます。 


メモ I 文書を同じ相手先グループに送ることが多ぃ場合、番号をグループダイヤルにまとめる 
ことができます。 

これにより、少なぃキー操作でグループのすべての柜手先に文書を送ることができます。 

1 原稿台ガラスまたは ADF に原稿をセットし、[ファクス]を押しまず。 

文書のセット方法につぃて詳しくは、「ユーザーズガイド」の「3章原稿の取り扱ぃ」を 
参照してくださぃ。 

之 文書の設定を調節しまず。 

-[画質]を押してファクスの解像度を選択します。（一画質を変更する（ファクス解像度）： 
P .4-4) 

-[濃度]を押してスキャン濃度を選択します。い濃度（スキャン濃度）を調節する： P .4-4) 

3 相手先のファクス/電話番号を入力しまず。 

• ワンタッチダイヤルの場合 

□ ワンタッチダイヤルキーを押します。ダイヤルできる宛先は最大12件です。 

•短縮ダイヤルの場合 

□ [短縮]を押し、テンキーを使って2巧の番号を入力します。ダイヤルできる宛 
先は最大100件でず。 

メモ I 必要に応じて、前記の手順を繰り返して他の番号を入力します。 


•通常のダイヤルの場合 

□ テンキーを使ってファクス/電話番号を入力し、 [ OK ] を押しまず。ダイヤルで 
きる宛先は1件でず。 

[リダイヤル/ポーズ]を押して、テンキーで最後にダイヤルした番号をリダイヤルし 
ます。 

• 電話帳からのダイヤルの場合 

□ [電話帳]を押します。 

□ 宛先の最初の文字を含むテンキーを押し、 [ OK ] を押します。 

□ [◄(-)] または [►(+)] を押して名前をスクロールし、目的の宛先を見つけます。 
[ OK ] を押しまず。 


送信するには 
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メモ I • ひとつめのワンタッチダイヤルキーまたは短縮ダイヤル番号を入力してから次の番号を 
入力するまでに5秒が上間隔を置くと、本製品は自動的にファクス送信を開始してしまい 
ますが、複数の番号を入力すると送信開始までの時間は10秒になります。自動送信させ 
たくないときはくファクスシヨウセッテイ>のくソウシンキノウセッテイ> にあるくダイヤルタイムアウト>を変更する必 
要があります。（ーメニューの設定内容くダイヤルタイムアウト> : P .8-4) 

.入力した番号を確認するには、[イト)]または [►(+)] を押します。 


今宛先をずべて指定した後、[スタート]を押しまず。 

原稿台ガラスを使う場合、読み込みが終了するとディスプレイにメッセージが表示されま 
す。次のページをセットし（ページが複数ある場合)、[スタート]を押します。送信を開始 
するには [ OK ] を押します。 


メモ I •どのような順番で入力しても、テンキーから入力した番号、ワンタッチダイヤル、短縮夕'' 
イヤルの順でダイヤルされます。 

•一度に1回の同報送信しか行うことはできません。 

•送信をキャンセルするには、[ストップ/リセット]を押し、ディスプレイの指示に従いま 
す。[ストップ/リセット]を押すと、すべての柜手先への送信がキャンセルされます。相 
手先が1件の場合、送信をキャンセルすることはできません。（ーユーザーズガイド 
「7章 システムモニタ」） 


特殊なダイヤル 


ここでは、海外にダイヤルするときや、一時的にトーン発信へ切り替えるときなど、特殊な 
ダイヤル方法について説明します。 


海外にフアクスを送る（ポーズの挿入） 

相手先が海外の場合、ファクス/電話番号にポーズを含める必要がある場合があります。 
メモ I 手動送信後にポーズをいれることはできません。 


1 原稿台ガラスまたは ADF に原稿をセットし、[ファクス]を押しまず。 

本製品で送信できる文書の種類、要件、文書のセットのしかたについて詳しくは、「ユー 
ザーズガイド」の「3章原稿の取り扱い」を参照してください。 


こ 文書の設定を調節しまず。 

-[画質]を押してファクスの解像度を選択します。（一画質を変更する（ファクス解像度）： 
P .4-4) 

-[濃度]を押してスキャン濃度を選択します。（一濃度（スキャン濃度）を調節する： P .4-4) 


送信ずるには 
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3 テンキーを使って国際アクセス番号を入力しまず。 

国際アクセス番号について詳しくは、最寄りの電話会社にお問い合わせください。 

メモ I 間違った番号を押した場合は、[◄卜 )] または[クリア]を押して最後の数きを削除します。 
あるいは、[クリア]を押しつづけて、数きをすベて削除します。 

4 必要に応じて[リダイヤル/ポーズ]を押し、2秒のポーズ ( P ) を入力しま 
ず。 



ポーズを長くするには、 [ リダイヤル/ポーズ]をもう一度押して2秒のポーズを追加しま 
す。ポーズの長さを変更することもできます。（ーメニユーの設定内容 < が-ス‘シ''カンセツレ： 
P .8-4) 

5 テンキーを使って相手先の国番号、エリア番号、ファクス/電話番号を入 
力しまず。 


メモ I •間違った番号を押した場合は、[ストップ/リセット]を押し、手順3から繰り返します。 

• ミスをした場合は、 [◄(-)] または[クリア]を押して最後の数字を削除します。あるし N は、 
[クリア]を押しつづけて、数きをすベて削除します。 

〇 [スタート]を押しまず。 


メモ I •番号のダイヤルが開始された後に送信をキャンセルするには、[ストップ/リセット]を押 
し、ディスプレイの指示に従います。 

•ダイヤル登録機能を活用するには、頻繁に使用する外国の番号をワンタッチダイヤルま 
たは短縮ダイヤルに登録します。（一「3章ダイヤル登録機能」） 










一時的にトーン発信へ切り替える 

銀行や航空会社、ホテルなどが提供するプッシュホンサービスの中には、トーン回線での利 
用を前提とするものがあります。本製品がダイヤル回線に接続されている場合、が下の手順、 
で一時的に!-ーン信号を送出することができます。 

7 [ファクス]を押しまず。 


と [オンフック]を押ずか、電話の受話器を取りあげまず。 

メモ I 電話を使うときは、本製品に接続する必要があります。（ーセットアップシート「電話回 
線を接続する」 （ MF 5750のみ）、セットアップシート（本体設置編）「電話回線に接続す 
る」 （ MF 5770のみ）） 

〇 電話機のテンキー、または本製品のワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、 
[リダイヤル/ポーズ]、テンキーで、相手先のファクス/電話番号を入 
力しまず。 

4 情報サービスの録音メッセージが応答したら、 [*] を押して!ンダイ 
ヤルに切り替えまず。 

[乂]を押すと、ディスプレイに < T > が表示されます。 

電話回線が!-ーンダイヤルの場合は、次の手順に進んでください。 

5 本製品のテンキーを使って、情報サービスの番号を入力しまず。 

[乂]を押した後に入力した番号が、 I -ーンダイヤルでダイヤルされます。 


6 ファクスを受信ずる場合は、[スタート]を押しまず。 


7 [オンフック]を押ずか受話器をもとに戻して通信を終わりまず。 

I -ーンダイヤルは、通信を終了するとキャンセルされます。 


メモ I オフフックアラームが鳴った場合、受話器が受け台に正しく置かれているか確認してく 
ださい。オフフックアラームはオフにすることができます。 

( ーメニューの設定内容 < オフフックアラ-ム> : P .8-3) 


送信ずるには 
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送信するには 


4-14 



受信ずるには 


5 


CHAPTER 


ここでは、ファクスを受信ずる方法について説明します。また、受信モードを設定ずる方法、 
受信中の文書をキャンセルずる方法についても説明します。 


. 受信モードを設定ずる 


が下の手順で受信モードを設定します。 

1 [メニュ ー] を押しまず。 

之 [◄トリまたは [►(+)] を押してくファクスシヨウセッテイ>を選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 

3 [◄トリまたは [►(+)] を押してくシ' 1シンモ-ド >を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4 [イト)]または [►(+)] を押して受信モードを選択し、 [0 K ] を押しまず。 

が下のモードを選択することができます。 

•く'ン‘卜‘ウ> - ファクスを自動的に受信し、電話の場合でも受信動作に移行した後に通信を切 
断します。（一自動で受信する：シ''ド' ウ： P .5-2) 

•く FAX/TE レ-ファクスと電話を自動的に切り替えます。ファクスは自動的に受信し、電話 
のときは呼び出し音を鳴らします。（ーファクスと電話を自動で切り替える： FAX / TEL : 
P .5-2) 

•くルス TE レ-ファクスの場合は自動的に受信し、電話の場合は本製品に接続した留守番電話 
に転送します。い留守番電話を接続して受信する：ルス TEL : P .5-4) 

• <シュト''ウ> - ファクス、電話ぃずれの場合も、本製品に接続した電話機の着信音が鳴ります。 
ファクスの場合は、手動でファクス受信を開始する必要があります。（一手動で受信する： 
シュト、、ウ： P .5-4) 


メモ I メ ニユー のく':/ユシンキノウ セツ テイ > でく':/卜''ウシ'' ユシンキリカ I >をく刀レに設定すると、受信 モー ドが 

くシユト''ウ > に設定されていても、ファクスは自動的に受信されます。（ーメ ニユーの 設定内容 
<ゾト‘ウシ'' ュシンキリカエ> : P .8-5) 
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5 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 

メモI 受信した文書を印刷するときにトナーを節約できます。（ーューザーズガイド no 章 
各種機能の登録/設定」） 

自動で受信ずる：シ' ドウ 

くシ‘卜‘ウ> を選択する場合は、が下を確認します。 

■ こんなときにこのモードを選択してください。 

.ファクス 専用の電話回線がある 
.ファクスは自動受信のみにする 

■ 必要な作業 

.くゾト‘ウ > を設定します。（一受信モードを設定する： P .5-1) 

.ファクスを専用電話回線に接続します。（ーセットアップシート「電話回線を接続する」 
( MF 5750のみ)、セットアップシート（本体設置編）「電話回線に接続する」 （ MF 5770 
のみ）） 

■ ファクスが着信ずると 

ファクスを自動的に受信します。 

■ 電話が着信ずると 

応答することはできません。 


メモ 1 •本製品に電話機を接続していて、くチヤクシンヨビダシ> を有効にしている場合、電話機の着信音 
が鳴ります。そのとき応答することができます。 

•電話が鳴る回数を選択することができます。 （ ーメニューの設定内容くチヤクシンヨビダシ> : 
P .8-5) 

ファクスと電話を自動で切り替える： FAX/TEL 

■ こんなときにこのモードを選択してください。 

.ファクスと電話を1本の回線で共用している 
•電話だけでなく、ファクスも自動で受信したい 

■ 必要な作業 

.く FAX / TE レを設定します。（一受信モードを設定する： P .5-1) 

•本製品に電話を接続します。（ーセットアップシート「電話回線を接続する」 （ MF 5750 
のみ)、セットアップシート（本体設置編）「電話回線に接続する」 （ MF 5770のみ)） 

■ ファクスが着信ずると 

ファクスを自動的に受信します。 


き信ずるには 
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■ 電話が着信ず ると 

着信音が鳴ります。受話器を取りあげてお話ください。 

詳細設定をずる 

ファクスや電話が着信したときの動作を細かく設定することができます。電話を受けてから 
着信音を鳴らすまでの時間や呼び出し音を鳴らしつづける時間、応答がないときの動作など 
を設定できます。 

次の手順に従ってく FAX/TE レ受信モードの詳細設定をしてください。 

@ メモ」 特に必要がない場合は、工場出荷時（お買い上げ時）の状態でお使いください。設定に 
よっては変更するとファクスの性能を妨げることがあります。 

7 [メニュー]を押しまず。 

之 [イト)]または [►(+)] を押して、くファクスシ巧セツテイ>を選択し、 [0 K ] を押し 
まず。 

〇 [イト)]または [►(+)] を押して、くシ'ュシンキノウかツテイ>を選択し、 [0 K ] を押し 
まず。 

4 [イト)]または [►(+)] を押して、く F/T シヨウサイかツテイ>を選択し、 [0 K ] を 2 回 
押しまず。 

5 [◄(-)] または [►(+)] を押して、呼び出しを開始ずるまでの時間を0秒〜 
30 秒の間で選択し、 [ OK ] を 2 回押しまず。 

〇 [イト)]または [►(+)] を押して、くがダシシ' カン>を！ 5 秒〜 360 秒の間で選 
択し、呼び出し音を鳴らず時間を選択して [ OK ] を 2 回押しまず。 

/ [◄(-)] または [►(+)] を押して、く 3ヒ'ダシ]'ノト' ウサ > を選択し、手順6で設 

定した時間内に応答がないときの動作を選択して [ OK ] を押しまず。 

次の動作から選択できます。 

• 〈 '/ 1 シン〉- 受信モードに切り替えます。 

• くシ 1ウリけ〉-通話を切ります。 


き信するには 
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8 [ストップ/リセット]を押して、待受画面に戻りまず。 


留守番電話を接続して受信ずる：ルス TEL 

くルス TE レを選択する場合は、が下を確認します。 

■ こんなときにこのモードを選択してください。 

•電話回線は]本のみで、ファクスと電話の両方に使用している 
.ファクスを自動的に受信し、音声メッセージは留守録音にしたい 

■ 必要な作業 

.くルス TE レを設定します。（一受信モードを設定する： P .5-1) 

•留守番電話を本製品に接続します。（ーセットアップシート「電話回線を接続する」 
( MF 5750のみ)、セットアップシート（本体設置編）「電話回線に接続する」 （ MF 5770 
のみ） 

メモ I 留守番電話をが下のよラに設定してください。 

•留守番電話を、1回目か2回目の着信音で応答するように設定します。 

.メッセージは ] 5秒までです。 

.メッセージの中で、ファクスの送り方を伝えます。 

■ ファクスが着信ずると 

ファクスを自動的に受信します。 

■ 電話が着信ずると 

留守番電話で用件を録音します。 


手動で受信ずる：シ ：[ ドウ 

くシュト‘ウ> を選択する場合は、が下を確認します。 

■ こんなときにこのモードを選択してください。 

•電話回線は]本のみで、ファクスと電話の両方に使用している 
.おもな用途は電話で、時々ファクスを受信する 

■ 必要な作業 

.くシュト‘ウ> を設定します。（一受信モードを設定する： P .5-1) 

•電話を本製品に接続します。（ーセットアップシート「電話回線を接続する」 （ MF 5750 
のみ)、セットアップシート（本体設置編）「電話回線に接続する」 （ MF 5770のみ)） 

• 電話から文書を受信する場合、くシ‘ュシンキノウセッテイ>メニューのくリモ-トシ'' ュシン > が有効になっ 
ているか確認します。（ーメニューの設定内容くリモ-トシ''： L シン> : P .8-6) 

■ ファクスが着信ずると 

着信音が鳴ります。受話器を取り上げて、ビープ音が聞こえたら本製品の[スタート]を 
押して受信を開始するか、電話機から2おの ID 番号を入力します。受話器を置きます。 


き信ずるには 
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メモ I オフフックアラームが鳴った場合、受話器が受け台に正しく置かれているか確認してく 
ださい。オフフックアラームはオフにすることができます。 

( ーメニューの設定内容 < オンフックアラ-ム> : P .8-3) 

■ 電話が着信ずると 

着信音が鳴ります。受話器を取り上げて応答します。巧手が話の後に文書を送る場合は、 
相手にファクスのスタートキーを押すように伝えます。ビープ音が聞こえたら、ファク 
スの[スタート]を押してファクスを受信します。受話器を置きます。 

メモ I ファクスか電話かにかかわらず、呼び出しのたびに着信音が鳴ります。着信音が指定回数 

鳴った後にファクスを自動的に受信したい場合は、く'：/卜''ウシ''ュシンキリカ1>を有効にします。 
ファクスが受信される前の着信音の回数を指定することもできます。 （ ーメニューの設定 
内容くシ''ド' ウシ'' ュシンキリカい： P .8-5) 


他の作業中に受信ずる 


本製品は複数の処理を同時に行えるので、他の作業をしている間でも、ファクスを受信した 
り電話を受けたりすることができます。 

•特定の作業中にファクスを受信した場合は、ファクスはメモリに保存されます。作業終了 
後、すぐにファクスが自動的にプリントされます。ファクスが受信できるのは次の作業中 
です。 

•プリント 

•スキヤン（スキヤンモード）* 

•ファクス原稿の読みとり* 

-レポートやリストのプリント 
.コピー 

* 作業中でも、受信したファクスのプリントがすぐに開始されます。 

. ファクスの送信中に他のファクスを受信することはできません。 


問題が発生した場合にファクスをゾモリで受信ずる 


ファクス受信中に問題が発生した場合、本製品はプリントされていないぺージを自動的にメ 
モリで受信します。ディスプレイには、くダイ]ウシ‘ュシンシマシタ > と、問題を知らせるメッセージ 
が表示されます。問題を解決すると、メモリに蓄積されたファクスが自動的にプリントされ 
ます。エラーメッセージと問題の解決方法の詳細については、「エラーコード」（一 P .7-4) 
を参照してください。 

メモ I .本体のメモリは、最大で20通または約256ページ分*のデータを蓄積できます。 
•蓄積されたページはプリントされるとメモリから削除されます。 

.メモリがいっぱいになると、残りのページは受信できません。柜手に残りのページを再送 
信してくれるよう連絡してください。 

* 巧手側のファクスが Canon Satera MF 5700 シリーズで、 ITU - T チヤート No . l を標準モードで送 
信した場合のページ数です。メモリに蓄積できる最大のページ数は、送信側のファクスによって異 
なります。 


ま信するには 
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受信を中止ずる 


受信中のファクスを中止する場合は、次の手順を実行します。 

7 [ストップ/リセット]を押しまず。 

確認メツセージが表示されます。 


ツウシンヲチュウシシマスカ？ 

<八イ イイ I > 


と 受信を中止ずる場合は、 [◄(-)] を押しまず。 

受信し続ける場合は、 [►(+)] を押してくイイいを選択します。 


き信ずるには 
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る種レポート/リストを 
プソントずる 


CHAPTER 


ここでは、通信結果のレポートや本製品に登録した設定、相手先のリストをプリントずる方 
法を説明しまず。 



. 本製品でプリントできるレポート/ 



本製品でプリントできるレポート/リストの一覧です。詳しくは、各ページを参照してくだ 

さし、。 


レポー ト/リスト 

説明 

詳細 

ワンタッチダイヤルリスト 

ワンタッチダイヤルに登録されたファクス/電話番号、 
名前の一覧です。 

P .3-7 

短縮ダイヤルリスト 

短縮ダイヤルに登録されたファクス/電話番号、名前の 
一覧です。 

P .3-7 

グループダイヤルリスト 

グループダイヤルで登録されたグループの一覧です。 

P .3-8 

通信管理レポート 

本製品が最近送信または受信したファクスの通信結果 
を表します。 

通信回数が20回になるたびに自動的にプリントする設 
定が可能です。また、手動でプリントすることもできま 
す。 

P .6-2 

送信結果レポート 

文書の送信後にプリントします。 

この機能を有効/無効にするか、またはエラーが発生し 
たときのみレポートをプリントするように設定できま 
す。 

P .6-4 

受信結果レポート 

文書の受信後にプリントします。 

この機能を有効/無効にするか、またはエラーが発生し 
たときのみレポートをプリントするように設定できま 
す。 

P .6-6 

ユーザデータリスト 

本製品の現在の設定と登録された発信元情報を出力し 
ます。 

P .6-7 


メモ I • レポートプリントの機能に使用できる紙のサイズは、 A 4 とレターサイズです。レポートプ 
リント機能に使用できるのはカセツトの用紙のみです。 

.レポートプリントを中止するには、[システムモニタ]を使います。（ーユーザーズガイド 
「7章 システムモニタ」） 
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通信管理レポー h 


すでにプリントされていることを示します。 


エラーコード 


ECM モー ドによる通信 


通信モード 


通信中に[ストップ/リセット]が- 
巧されたことを示します。 

通信時間- 


メモ1 手動で送られたファクスについては、送信先のファクス/電話番号け目手先）は表示され 
ません。 


通信管理レポートを手動でプリントするには、が下のようにします。 

7 [メニユ ー] を押しまず。 

こ [◄卜 )] または [►(+)] を押してくレが-卜/リスト>を選択し、 [0 K ] を2回押しま 
ず。 


しホ。-卜/リスト 
1.、ソウシンカンリしホ° -卜 


通信管理レポートをプリントずる 

本製品は、工場出荷時には通信回数が20回になるたびに通信管理レポートをプリントする 
ように設定されています。 

通信管理レポートの通信結果は、発生順に出力されます。 


200512/13 15:16 FAX 03333 XXXXXXX キヤノン の001 

*** 通信管理レホ’-卜 *** 

開始時刻 1 ~ 相手先 1 番号 1 ~ 通信モー F 1 ~ 枚数 1 ~ 通信結果 


各種レポ—卜/リストをプリントずる 




1-0-0 OT 

0 - 0-0 

K K K K G 
〇 〇 〇 〇 N 


C C C C C I 


信言 
受受 

動動一一胃ーゴ日一言 言 

自自送送送送 

7 7 8 9 0 2 
0 0 0 01 1 

0 0 0 0 0 〇 

5 0 0 0 0 〇 


3 3 3 3 3 3 

2 2 2 2 2 2 

3 3 3 3 3 3 

3 3 3 3 3 3 

9 5 5 6 7 9 

4 5 3 3 3 4 


////// 

2 2 2 2 2 2 

1X 1111 11 
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通信管理レポートの設定を変更ずる 

通信管理レポートを自動的にプリントしないように設定できます。 

7 [メニュ ー] を押しまず。 

こ [◄トリまたは [►(+)] を押してくファクスシヨウセッテイ>を選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 

J [◄トリまたは [►(+)] を押してくレが-トセッテイ > を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4 [◄(-)] または [►(+)] を押してくツウシンカンリレ f ■レを選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 

5 [◄(-)] または [►(+)] を押して設定を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

が下を選択することができます。 

•くプリント刀レ-通信管理レポートの自動プリントをオンにします。 

•くプいトシナイ >- 通信管理レポートの自動プリントをオフにします。 

6 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 


各種レポ—卜/リストをプリントする 
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送信レポートの設定を変更ずる 


原稿を送信したあとに、送信レポート（送信結果レポートまたはエラー送信レポート）をプ 
リントすることができます。 

原稿を送信するたび、またはエラーが発生したときのみのいずれかに設定可能です。さら 
に、レポートをプリントしないように設定することもできます。 

工場出荷時には、送信レポートをエラーが発生したときにのみプリントするように設定され 
ています。 


送信結まレポート 


2005 12/13 13:49 FAX 0333333333 _キヤノン _团 001 





ホ木木 

送信結果レが-卜 林* 


:キ本本本:ホホ本本:^:^^^^^^ 

次の送信は正しく終了しました 

受付番号 


0003 

相手先アト''レス 
相手先略称 


0112341111 

開始時刻 


12/13 13:48 

通信時間 


00,35 

枚数 

通信結果 


0^ 


エラー 送信レポート 

2005 12/13 13:58 FAX 0 311111111 キヤノン ^001 


ホホみ エラー;言レホ。ート ホ本ホ 
本ネネホホネネホ本本ホホホホ水木ホホホ本本本ホみ 

次の送信はてラ-終了しました 

受付番号 0 00 3 

相手先アト''レス 0322222222 

相手先略称 

開始時刻 12/13 13:5 5 

通信時間 〇〇’〇〇 

枚数 0 

通信結果 NG STOP 


OK : 送信成功 エラ—コ—ド 

NG ： 未送信または数ページ送信 
送信ページ数 
所要送信時間 
送信時刻 

メモ I •手動で送られたファクスについては、送信先のファクス/電話番号け目手先アドレス）は 
表示されません。 

•コンピュータからファクス送信した場合、送信結果レポートはプリントされません。 


各種レポ—卜/リストをプリントずる 
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1 [メニュ ー] を押しまず。 


2 [◄トリまたは [►(+)] を押してくファクスシヨウセツテイ>を選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 

J [◄(-)] または [►(+)] を押してくレが-トセツテイ>を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

4 [◄(-)] または [►(+)] を押してくソウシンケツカレ f ■レを選択し、 [0 K ] を押しま 
ず。 

5 [◄(-)] または [►(+)] を押して設定を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

が下を選択することができます。 

•く I ラーン'' ノミプリント >- 送信エラーが発生したときのみレポートをプリントします。 

.くプリントスル > - 文書を送るたびにレポートをプリントします。 

•くプリントシナイ> - レポートのプリントを中止します。 

• < I ラ-シ’ノミグリント > またはく/リントスル > を選択した場合 

□ ファクスの1ページ目をプリントするかどうかを設定することができます。 
[◄(-)] または [► (+)] を押してくツケナイ> またはくツケル > を選択し、 [0K] を押します。 

•くツケナイ >- ファクスの1ページ目はプリントしません。 

•くツケル >- ファクスの1ぺージ目をプリントします。 


@ メモ I • 送信結果レポートの設定で送信原稿をくツケル > に設定した場合でも、コンピュータからファ 
クス送信した場合は送信原稿をプリントすることはできません。 

6 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 


3各種レポ—卜/リストをプリントする 
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受信結果レポートを設定ずる 


原稿を受信したあとに、受信結果レポートをプリントすることができます。 

原稿を受信するたび、またはエラーが発生したときのみのいずれかに設定可能です。さら 
に、レポートをプリントしないように設定することもできます。 

本製品は、受信結果レポートをプリントしないように工場出荷時に設定されています。 


200512/13 15:49 FAX 0333333333 


团001 


林* 受信結果レが-卜 林* 

ホ^^:! jc；4： ホ*:本キ^^ホ^^:! 


次の受信は正しく終了しました 

受付番号 
相手先アト''レス 
相手先略称 
開始時刻 
• 通信時間 
枚数 

通信結果 


0 K : 受信成功 

NG : 未受信または数ページ受信 
受信ページ数 
所要受信時間 
受信時刻 


5013 

0112341111 


12/13 15:48 
00’35 




7 [メニュ ー] を押しまず。 

2 [イト)]または [►(+)] を押してくファクスシヨウかッテイ>を選択し、 [ OK ] を押しま 
ず。 

3 [◄(-)] または [►(+)] を押してくレ f - トセツテイ>を選択し、 [ OK ] を押しまず。 


4 [◄ 卜)]または [►(+)] を押してくシ' r ンンケツカレホ。-卜> を選択し、 [ OK ] を押しま 

ず。 


各種レポ—卜/リストをプリントずる 
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5 [イト)]または [►(+)] を押して設定を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

が下を選択することができます。 

•くプいトシナイ> - レポートのプリントを中止します。 

-く I ラ-'ン‘ ノミプリンレ-受信エラーが発生したときのみレポートをプリントします。 
.くプリント刀レ-文書を受信するたびにレポートをプリントします。 


〇 [ストップ/リセット]を押して待受画面に戻りまず。 


ス h をプリン h ずる 


ユーザデータリストをプリントすると、本製品に登録された設定と発信元情報を確認できま 
す。（一発信元の情報を登録する： P 2-6) 


200512/13 14:17 FAX 


し用紙設定 
カセット 

用紙サイス 
紙種 

手差しトレイ 
用紙サイス’ 
紙種 

2. 共通機能設定 


团001 


本** ュ—サ''テ'——タリスト * 本* 


A 4 

普通紙 


A 4 

普通紙 


1 [メニュ ー] を押しまず。 

2 [◄(-)] または [►(+)] を押してくレが-卜/リスレを選択し、 [ OK ] を押しまず。 

3 [◄(-)] または [►(+)] を押してくトサ'テ'-タリスト>を選択し、 [ OK ] を押しまず。 


しホ。-卜/リスト 
3 .ユ - r テ'' - タリスト 


各種レポ—卜/リストをプリントする 
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a 各種レポ—卜 / リストをプリントずる 
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因 


つたとまには 


CHAPTER 


本製品の操作中にトラブルが発生した場合の巧処のしかたについて説明しまず。ご自分で解 
決できないときのが処法も記載されていまず。 


ディスプレイの表示 


何か問題が起こった場合には、ディスプレイ上に次のようなメッセージが表示されます。 

この章では、ファクス機能に関係するメッセージについて説明します。その他のメッセージ 
については、「ユーザーズガイド」の「9章困ったときには」を参照してください。 


3ウシサイス' ヘン]ウ 


原因レポートまたはリストをプリントしようとしている場合に、用紙サイズ設定が 
く LTR > またはく A 4> が外のサイズに設定されています。 

処置用紙サイズ設定をく LTR > またはく A 4> に設定して、そのサイズの用紙をセットし 
てください。送信結果レポートまたは受信結果レポートの場合、メモリに保存さ 
れているレポートまたはリストを自動的にプリントします。 


ゲン]ウヲテンケンシテクダサイ 


原因1 ADF に原稿がつまっています。 

処置 ADF から紙づまりを取り除きます。(ーユーザーズガイド「9章困ったときには」) 
原稿が長すぎたり、短すぎたりしていないことを確認してください。（ーユーザー 
ズガイド「3章原稿の取り扱い」） 

原を玄原稿搬送ローラが、原稿を送らずに回転しています。 

処置 ] 番目に搬送される原稿の先端をさばき、次にその他の原稿ページの先端を平らな 
面上で揃えてください。 
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3 ウシノサイス’ヲチ I ック 


原因 I カセットまたはマルチフィーダの用紙サイズが、くヨウシセッテイ>のくヨウシサイス'' >で指定 
した用紙サイズと異なっています。 

処置1正しい用紙をセットするか、またはくヨウシセッテイ>メニューのくヨウシサイス' >を変更して 
ください。詳細は、次を参照してください。 

•「ユーザーズガイド」の「2章用紙の取り扱い」 

•「ユーザーズガイド」の「5章コピーするには」 

次に、フロントカバーを開け閉めして本製品をリセットしてください。 

処置2 レポートまたはリストをプリントしようとしている場合、用紙サイズ設定を 
く LTR > または < A 4> に設定し、そのサイズの用紙をセットしてください。次に、 
フロントカバーを開け閉めして本製品をリセットしてください。これで、レポー 
卜またはリストは自動的にプリントされます。 


ゲン]ウカ'ナカ' スキ' マス 


原因長さが Im が上の原稿をフィーダから送信しようとしました。 


処置原稿の長さを] m が下に縮ルして、送信しなおしてくださし 


がリシがリヨク nn % 


原因」現在使用中のメモリの割合をパーセントで表示します。メッセージは、原稿を 
フィーダにセットしたときに表示されます。 

処置もっとメモリ容量が必要な場合は、メモリ内にあるファクスが送信されるまでお 
待ちください。また、不必要な原稿がメモリ内にあれば、それをプリントするか 
削除します。 


巧リカ' イツ八°ィテ' ス 


原因1ファクスを送信または受信中にメモリがいっぱいになりました。 


処置原稿をいくつかに分けて送信するか、低ファクス解像度を選択してください。 

もっとメモリ容量が必要な場合は、残っているファクスが送信されるまでお待ち 
ください。 

ADF で原稿を読み込んでいるときにくメモリがイツ八°イデ' ス> が表示された場合、読み込 
み中の原稿は ADF 内で停止します。この場合は、 ADF につまっている原稿を取 
り除いてください。（ーユーザーズガイド「9章困ったときには」） 


困つたときには 
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原因 2| メモリに保存できるファクス数が最大に達しています。 

処置本製品は送信ジョブ、受信ジョブをそれぞれ20件、または送受信ジョブを合計 
で25件まで保存できます。メモリ内にあるファクスが送信されるまでお待ちく 
ださい。また、不必要な原稿がメモリ内にあれば、それをプリントするか削除し 
てください。 


ミトウロクテ' ス 


原因 I ワンタッチダイヤルキーまたは入力した短縮ダイヤル番号が登録されていませ 
ん。 

処置ワンタッチダイヤルキーまたは短縮ダイヤル番号を登録してください。詳しくは、 
次を参照してください。 

.「ワンタッチダイヤルを登録する」卜 P .3-1) 

•「短縮ダイヤルを登録する」（一 P .3-3) 


ダイ]ウシ' ュシンシの夕 


原因 I トナーや用紙が切れた、用紙がつまった、または間違ったサイズの用紙をセット 
したためメモリ代行受信しました。 

処置正しいサイズの用紙をカセットにセットするか、カートリッジを交換するか、ま 
たはつまった用紙を取り除いてください。詳しくは、次を参照してください。 
•「ユーザーズガイド」の「2章用紙の取り扱い」 

.「ユーザーズガイド」の「8章日常のメンテナンス」 

.「ユーザーズガイド」の「9章困ったときには」 


テザ' シノ3ウシヲシ'ョ キヨ 


原因 I 用紙がマルチフィーダにセットされています。 

処置マルチフィーダから用紙を取り除いてください。 

マルチフィーダに用紙がセットされているときに、ファクスを受信またはレポー 
卜やリストをプリントすると、それらはメモリに保存されます。 


困つたときには 
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—コード 


エラーの詳細説明をプリントする十分なスぺースがないため、エラーレポートにはエラー 
コードが記録されます。レポートにエラーコードが記録された場合、エラーコードをメモ 
し、次のリストで原因と処置方法を確認して的確に対処してください。 


#0001 


原因原稿がつまっている可能性がある。 


処置つまっている原稿を取り除いてくださし、。 


#0003 


原因]長さが1 m が上の原稿を ADF から送ろうとした。 


処置原稿を分割して原稿台ガラスから送信しなおしてください。 


原因21データ量が大きすぎるため、]枚の原稿を送信するのに時間がかかってしまいま 
す。 

処置読み取り時の解像度を下げて送信してください。 


原因31枚の原稿を受信するのに時間がかかってしまいます。 


処置通信相手に、読み取り時の解像度を下げるか、原稿を分けて送信するように連絡 
してください。 


#0005 


原因]手動送信の際、巧手先のファクスが35秒が内に応答しない。 


処置もう一度はじめからやりなおしてください。また、相手にファクス機を確認して 
もらうよう連絡してください。海外へ送信する場合は、電話番号にポーズを入れ 
てくだ さし、。 


原因2 巧手のファクスが G 3 ファクスではない可能性がある。 


処置相手に確認し、 G 3 ファクスに送ってください。相手が G 3 ファクスを持っていな 
し、場合は、先方が対応できる通信モードを使って原稿を送信しなおしてくださし、。 


#0009 


原因用紙がないか記録紙カセツトが正しくセツトされていない。 


処置用紙を補給するか、あるいはカセットを正しくセットしなおしてくださし、。 
































#0012 


原因相手機の記録紙がなくなり、メモリもいっぱいのため送信できない。 


処置相手に用紙を補給するよう連絡してください。 


#0018 


原因]リダイヤルしても応答がない。または、相手が通話中などで55秒が内に応答力 《 
なかったため送信できない。 

処置しばらく待ってからもう一度やりなおしてみてください。それでも送信できない 
場合は、巧手にファクス機の電源が入っているかどうか確認してもらってくださ 
し、。相手が通話中の場合は、時間をおいてから送信しなおしてみてください。 


#0022 


原因I短縮ダイヤルやワンタッチダイヤルを使ってファクス送信操作をした場合、その 
ファクスジョブが待機中に、相手先の短縮ダイヤルやワンタッチダイヤルに登録 
されたファクス/電話番号を削除した。 

処置待機中に相手先のファクス/電話番号が削除されると、ファクス送信ができませ 
ん。ファクス送信はエラーになり、エラー送信レポートが出力されます。ファク 
スを送りたいときは、送信操作をやり直してください。待機中のファクスジョブ 
を取り消したいときは、[システムモニタ]を押して取り消してください。 


#0037 


原因 メモリがいっぱいになっている。 


処置 メモリ代行受信などでメモリに記録された原稿をプリントしてくださし、。 


#0046 


原因 メニユーのくファクスシヨウセツテイ > のくキホンセツテイ > でく D M セがン > がくスル > に設定されてい 
るときに、 TSI 情報 （ 送信先識別）を持たないファクスが送られた。 

処置 く DM セイゲン > がくスル > に設定されていると、 TSI 情報 （ 送信先識別 ） を持たないファ 
クス機からの送信は受信できません。 TSI 情報（送信先識別）を持たないファクス 
機からの送信も受信したいときはく DM セがン > をくシナイ > に設定してくださし、。お 
買い求め時はくシナィ > に設定されています。 


メモ 1 く DM セイゲン > が設定されていると、送信元ファクスより TSI 情報（送信先識別）がない状 

態でファクス送信された場合にエラー （#0046) 終了します。 


困つたときには 
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#0995 


原因通信予約のクリア操作が行われた。 


処置必要に応じてファクスを再送信してくださし、。 


ファクスのトラブル 


送信時のトラブル 


ダイヤルしても送信できない 


原因1本製品が過熱していませんか？ 


処置電源コードを抜き3〜5分間放置して冷やしてください。電源コードを差し込み、 
もう一度送信してみてください。 


原因2 電源コードをたった今差し込んだばかりですか？ 


処置しばらくお待ちください。電源コードを差し込んだ後、ただちに原稿を読み込む 
ことはできません。 


原因 3] 電話回線の種類 （ ダイヤル/プッシュ）が正しく設定されていますか？ 


処置電話回線の種類を確認し、正しく設定してください。（一電話回線の種類を設定す 
る： P 2-9) 


原因4 原稿が正しくセツトされていますか？ 


処置いったん原稿を取り出して揃えなおし、原稿台またはフィーダに正しくセットし 
てください。（ーユーザーズガイド「3章原稿の取り扱い」） 


原因 5] ワンタッチダイヤルキーまたは入力した短縮ダイヤル番号が登録されています 
か？ 

処置ワンタッチダイヤルキーまたは短縮ダイヤル番号が正しく登録されているかどう 
か確認してください。（ーダイヤル登録機能： P .3-1) 


原因6」電話番号は正しくダイヤルしましたか？ 間違った番号を教えてもらっていませ 
んか？ 

処置もう一度かけなおすか、番号が正しいかどうか確認してください。 


原因7 節電モードがオフになっていますか？ 


処置節電モードでは、原稿を読み込むことはできません。節電モードを取り消すには、 
[節電]を押してください。 


困つたときには 
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原因 8 相手機の記録紙がなくなっていませんか？ 


処置相手に記録紙がなくなっていないか、確認してくださし、。 


原因9 送信中にエラーが発生しましたか？ 


処置通信管理レポートをプリントし、エラーが発生していないかどうか確認してくだ 
さい。（一通信管理レポートをプリントする： P .6-2) 


原因 電話回線が正しく動作していますか？ 

処置本製品に接続している電話機の受話器を持ち上げたとき、発信音があるかどう力、 
確認してください。発信音がない場合は、契約している電話会社に相談してくだ 
さし、。 


原因11相手機は G 3 機ですか？ 


処置相手機が本製品に3ファクス機）と互換性があるか、確認してくださし N 。 


原因相手機が通話中か、または電源が入っていない可能性があります。 エラー 送信 レ 
ポート にく八ナシチュウ 7 シタ > と表示されていますか？ 

処置]ダイヤルしたファクス電話番号が通話中です。時間をおいて送信しなおしてくだ 

さし、。 

処置2 相手機が動作していません。相手に連絡して、ファクス機を確認してもらってく 

ださし、。 


原因1司 相手機が(自動リダイヤル後)55秒が内に応答しましたか？ 

処置相手にファクス機を確認してもらうよう連絡してください。海外へ送信する場合 
は、電話番号にポーズを入れてください。（一海外にファクスを送る（ポーズの 
挿入）： P .4-11) 


原因通信中/メモリランプが点灯していますか？ 


処置外付け電話機が通話中のとき、通信中/メモリランプが点灯することがあります。 
外付け電話機の通話が終了するまで待ってください。 


相手の受信原稿が巧れる 


原因]本製品が正しく動作していますか？ 


処置コピーをとって本製品の動作を確認してください。（ーユーザーズガイド「5章コ 
ピーするには」） 

コピーがきれいであれば、相手機の側に問題があります。コピーがちれていれば、 
原稿台ガラスまたは原稿台の読み取り面を清掃してください。（ーユーザーズガイ 
ド「8章日常のメンテナンス」） 


困つたときには 
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原因 2 原稿が正しくセツトされていますか？ 


処置いったん原稿を取り出して揃えなおし、原稿台または ADF に正しくセットしてく 
ださい。（ーユーザーズガイド「3章原稿の取り扱い」） 


エラー訂正モード （ ECM ) を使って送信できない 


原因相手機がエラー訂正モードに対応していますか？ 


処置相手機がエラー訂正モードに対応していない場合、原稿をエラー確認なしの通常 
モードで送信してください。 


送信中にエラーが頻発ずる 


原因電話回線状態が良好ですか？あるいは、しっかりと接続されていますか？ 


処置送信速度を落としてください。（ーメニューの設定内容くソウシンスタ-トスピ-卜’ >：P.8-2) 

受信時のトラブル 


自動受信できない 


原因]自動受信に設定されていますか？ 


処置自動受信に設定するには、受信モードをくシ’卜‘ウ>、く FAX/TE レまたはくルス TE レに 
設定します。（一「5章受信するには」 ） くルス TE レに設定してある場合は、留守 
番録音機が本製品に接続されていて、応答メツセージが適切に録音された状態で 
電源が入っていることを確認してください。 

くファクスシヨウセツテイ > でぐン‘卜’ウシ‘： L シンキリカ I >をくスル > に設定してある場合は、受信モー 
ドがくシュト''ウ > でも自動的に受信します。 （ ーメニューの設定内容くシ’卜’ウシ'' ュシン 
キリカい： P.8-5) 


原因2 メモリがいっぱいですか？ 


処置 メモリに保存されているファクスまたはプリントジョブが終了するまで待ってく 
ださい。その後、もう一度送ってもらうよう相手側に依頼してください。 


原因3 受信中にエラーが発生しましたか？ 


処置通信管理レポートをプリントし、エラーが発生していないかどうか確認してくだ 
さい。（一通信管理レポートをプリントする： P.6-2) 

また、受信結果レポートが自動的にプリントされたときに受信結果レポートを確 
認することもできます。（一受信結果レポートを設定する： P.6-6) 


困つたときには 


7-8 



























原因 4 電話回線が正しく接続されていますか？ 


処置すべての回線がしっかりと接続されていることを確認してください。（ーセット 
アップシート「電話回線を接続する」 （ MF 5750のみ）、セットアップシート（本 
体設置編）「電話回線に接続する」 （ MF 5770のみ）） 


電話とファクスが自動的に切り替わらない 


原因]電話とファクスが自動的に切り替わるように設定されていますか？ 


処置自動的に切り替えるには、受信モードをくルス TE レに設定する必要があります。 
(一「5章受信するには」） 

留守番電話が本製品に接続されていて、応答メッセージが適切に録音された状態 
で電源が入っていることを確認してください。 


原因 2] 相手機が、受信信号がファクスであることを本製品に知らせる切換信号を送信す 
ることが可能ですか？ 

処置ファクス機によっては、受信信号がファクスであることを本製品に知らせる切換 
信号を送信することができません。その場合は、手動でファクスを受信する必要 
があります。（一手動で受信する：シュト‘ウ： P .5-4) 


手動受信できない 


原因]手動受信に設定されていますか？ 


処置手動で受信するためには、受信モードをくシ1ドウ > に設定する必要があります 。 （ 一 
「5章受信するには」） 


原因21 受話器を置いた後で[スタート]を押していませんか？ 

処置受話器を置く前に[スタート]を押してください。 

先に受話器を置くと、通話が切れてしまいます。 


プリントされた原稿にムラがある 


原因1正しいサイズの用紙を使用していますか？ 


処置本製品に適した用紙がセットされていることを確認してください。（ーユーザー 
ズガイド「5章コピーするには」） 


原因3 相手機が正常に機能していますか？ 

処置通常、ファクスの品質を左右するのは送信側のファクスです。相手に連絡して、相 
手機の読み取りガラスがきれいかどうか確認してもらってください。 


困つたときには 
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原因 3 トナー節約モードに設定されていませんか？ 


処置 メニューのくキヨウツウキノウセッテイ> のくトナ-セ-フモ-卜 > をくシナイ> に設定してください。（一 
ユーザーズガイド「10章各種機能の登録/設定」） 


プリントできない 


原因]カートリッジが正しくセツトされていますか？ 


処置力ートリッジが正しくセットされていることを確認してください。（ーユーザー 
ズガイド「8章日常のメンテンンス」） 


原因2 カー トリツジの シールテープを 引き抜きましたか？ 


処置力ートリッジからシールてープを弓Iき抜いてください。（ーセットアップシート 
(MF 5750のみ）、セットアップシート（本体設置編） (MF 5770のみ）「力ートリッ 
ジをセツトする」） 


原因3 力ートリッジにトナーが残っていますか？ 


処置1力ートリツジを新しいものと交換してください。 （ ーユーザーズガイド「8章日 
常のメンテンンス」） 

処置2 メニューのくファクスシヨウセツテイ > のぐ:/ュシンキノウセツテイ > のくインシ''ケイ、/ク> でくスル > を選択し 
ます。この設定では、トナーがなくなっても原稿をメモリに保存しません。 

( ーメニューの設定内容くインシ’ケイ、/ク> : P.8-6) 


原因4 正しい用紙がカセツトにセツトされていますか？ 


処置1用紙がカセツトにセツトされていることを確認してください。（ーユーザーズガ 
イド「2章用紙の取り扱い」） 

処置2 正しい用紙をセツトする力、、メニューのくヨウシセツテイ>のくヨウシサイス‘ >を変更してくだ 
さい。詳細は次を参照してください。 

•「ユーザーズガイド」の「2章用紙の取り扱い」 

•「ユーザーズガイド」の「5章コピーするには」 


画像に巧点またはムラがある 


原因1電話回線状態が良好ですか？電話線は正しく接続されていますか？ 


処置送受信にエラー訂正モード （ ECM) を使用すると、回線トラブルを軽減できます。 

それでも回線状態が悪い場合は、やり直しが必要です。相手に連絡して、原稿を 
再送信してもらってください。 


困つたときには 
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情因 2| 相手機が正常に機能していますか？ 

処置通常、ファクスの品質を左右するのは送信側のファクスです。相手に連絡して、相 
手機の読み取りガラスが巧れていないか確認してもらってください。 

エラー訂正モード （ ECM ) を使って受信できない 

原因 I 相手機がエラー訂正モードに対応していますか？ 

処置相手機がエラー訂正モードに対応していない場合、原稿をエラー確認なしの通常 
モードで送信してください。 

受信中にエラーが頻発ずる 

原因] I 電話回線状態が良好ですか？あるいは、しっかりと接続されていますか？ 

処置受信速度を落としてください。(ーメ ニューの 設定内容ぐ:/ュシンスタ-トスピ-卜’ >： P .8-2) 
原因2| 相手機が正常に機能していますか？ 

処置相手に連絡して、相手機が正常に機能しているかどうか確認してもらってくださ 
い0 


電話のトラブル 


ダイヤルできない 

原因 1 I 電話回線が正しく接続されていますか？ 

処置すべての回線がしっかりと接続されていることを確認してください。（ーセット 
アップシート「電話回線を接続する」 （ MF 5750のみ）、セットアップシート（本 
体設置編）「電話回線に接続する」 （ MF 5770のみ）） 

I 原因2| 電話回線の種類（ダイヤル/プッシュ）が正しく設定されていますか？ 

処置電話回線の種類を確認し、正しく設定してください。（一電話回線の種類を設定 
する： P 2-9) 


困つたときには 
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話し中に電話が切れる 


原因電話回線がしっかりと接続されていますか？ 


処置電話ケーブルが本製品のジャック、壁面の電話ジャック、および電話機のジャッ 
クにしっかりと接続されていることを確認してください。 （ ーセットアップシー 
卜「電話回線を接続する」 （MF 5750のみ）、セットアップシート（本体設置編） 
「電話回線に接続する」 （MF 5770のみ）） 


電力供給が途絶えた場合 


停電が起きたり、電源コードが抜けたりして突然電力の供給が途絶えても、内蔵バッテリー 
によりメニューの設定内容やダイヤル登録されたファクス/電話番号などは記憶されていま 
す。メモリ内に保をされた送受信原稿は約3分間、そのまま保存されます。 

電力供給が途絶えている間の機能は、が下のように制限されます。 

.ファクスの送受信、コピー、スキヤン、プリントはできません。 

•本製品に接続された電話機で、電話をかけられない場合があります。（電話機の種類により 
異なります） 

•本製品に接続された電話機で、電話を受けることは可能です。 


ラブルが解ミ夫しない場合 


本製品にトラブルが発生し、この章および「ユーザーズガイド」の「9章困ったときに 
は」の説明を参照しても解決できない場合は、おおくのキヤノン販売店またはキヤノンお客 
様相談センターにご連絡ください。 



困つたときには 
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CHAPTER 


本体の設定を行ラ方法を説明しまず。設定項目のリストもご参考のため示しまず。 


.一を使つ 


1 [メニュ ー] を押しまず。 

と [イト)]または [►(+)] を押して、変更したいメニューを選択し、 [0 K ] を 


押しまず。 


設定項目が表示されます。 


3 [4 卜)]または [► (+)] を押して、変更したいサブメニューを選択し、 [0 K ] 

を押しまず。 


メモ I •各メニュー項目については、次の「メニューの設定内容」を参照してください。 

.[0 K ] を押す前に[ストップ/リセット]を押した場合は、選択した項目は登録されません。 
.メニューを終了するには、[ストップ/リセット]を押します。 

• [メニュー]を押すと、前の表示に戻ります。 
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L 一の設定内容 


• 設定を変更する前に、ユーザデータリストをプリントして現在の設定を確認してくださ 
し、。（ーユーザデータリストをプリントする： P .6-7) 

•用紙設定、共通機能設定、コピー仕様設定、プリンタ仕様設定、およびタイマー設定につ 
いて詳しくは、「ユーザーズガイド」の「10章各種機能の登録/設定」を参照してくだ 
さし、。 


ファクス仕様設定 


設定項目 

説明内容 

1 . ゾュシントト'' 

ファクスおよび電話の受信方法を設定します。 

グト•ゥ 

ファクスを自動的に受信し、電話の場合でも受信動作に移行し 
た後に通信を切断します。 

FAX/TEL 

ファクスと電話を自動的に切り替えます。ファクスは自動的に 
受信し、電話のときは呼び出し音を鳴らします。 

ルス TEL 

本製品はファクスを自動的に受信し、留守番電話機が電話を録 
音します。 

シュト''ウ 

ファクスおよび電話を受信したとき、接続されている電話機の 
呼び出し音が鳴ります。ファクスは手動で受信する必要があり 
ます。（く'ン‘ドウシ'' ユシンキリカ1>がく刀レに設定されている場合は自動 
で受信することも可能です。一 P .8-5) 

2.キホンセッテイ 

ファクスの基本動作設定が指定できます。 

1 . 7 ンワカイセンセッティ 

電話回線の設定を指定します。 

1. ュ-ザ TEL トゥ□ク 

ユーザのファクス/電話番号をスペースも含めて20おが内で 
登録できます。（一発信元番号と発信者名を登録する： P .2-8) 

2. カイセンシュルイセンタク 

電話回線の種類を選択します。（一電話回線の種類を設定する： 
P .2-9) 

プッシュカイセン 

電話回線をプッシュ回線に設定します。 

ダイトルヵイセン 

電話回線をダイヤル回線に設定し、回線速度を選択します。 
20/10 PPS 

3. ソウシンスタ-トスピ-卜‘ 

送信する原稿の伝送速度を設定します。 

33600 / 14400/ 9600/ 7200/ 4800/ 2400 bps 

4.シ''ュシンスタ-トスピ-ド 

受信する原稿の伝送速度を設定します。 

33600 / 14400/ 9600/ 7200/ 4800/ 2400 bps 

2. 2 -f リャクショウトウ□ク 

ユーザの名称または会社名をスペースも含めて24文きが内で 
登録できます。（一発信元番号と発信者名を登録する： P .2-8) 


(太字は工場出荷時の設定) 


各種機能の登録/設定 
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設定項目 

説明内容 

3. 八ッシンモトキロク 

発信元情報を設定します。 

ッケル 

発信元情報が各ページの上部に小さな文字でプリントされま 
す。 

1.八ッシンモトキ□クイチ 

発信元情報を画像領域の内側に置く力、、外側に置くかを選択し 
ます。 

力‘ソ’ウノソにツケル： 発信端末 ID が画像の境界の外側にプリント 
されます。 

が、/ウノナカこツケル：発信端末 ID が画像の境界の内側にプリント 
されます。 

2. 7 ンワ八'' ン〕''ウマ-ク 

発信元情報の電話番号の前に FAX または TEL を付けることが 
できます。 

ッケナイ 

発信元情報はプリントされません。 

4. オフフックアラ-ム 

受話器が受け台に乗っていないときにアラームを発するオフ 
フックアラームを設定します。 

ナラス 

外付け電話機の受話器が受け台に乗っていないとき、オフフッ 
クアラームが鳴ります。 

ナラサナイ 

オフフックアラームは無効です。 

5. DM セイゲン 

相手機を識別するために使用されている発信人 ID ( TSI ) 信号を 
検出することによってファクスを受信するかどうかを設定し 
ます。 

シナイ 

すべてのファクスを受信します。 

刀レ 

発信人 ID ( TSI ) 信号を送信している相手機からのファクスだけ 
を受信します。 

3.レが-トセッティ 

レポート機能に関する設定を行います。 

1 . ソウシンケッカレが-卜 

送信結果レポートの自動プリントを設定します。 

I ラ-グノミプリント 

送信エラーが発生したときだけレポートをプリントします。 

ソウシンがソ''ウ 

レポートにおいて、ファクスの1ページ目のプリントを設定し 
ます。 

ッケナイ 

ファクスの1ページ目をプリントしません。 

ッケル 

ファクスの1ページ目をプリントします。 

プリント刀レ 

原稿を送信するたびにレポートをプリントします。 

ソウシンがグウ 

レポートにおいて、ファクスの1ページ目のプリントを設定し 
ます。 

ッケナイ 

ファクスの1ページ目をプリントしません。 

ッケル 

ファクスの1ページ目をプリントします。 


(太字は工場出荷時の設定) 


各種機能の營録/設定 
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設定項目 

説明内容 

プリントシナイ 

レポートをプリントしません。 

2. ゾユシンケッカレが-卜 

受信結果レポートの自動プリントを設定します。 

プリントシナイ 

レポートをプリントしません。 

エラ—'ソノミプリント 

受信エラーが発生したときだけレポートをプリントします。 

プリント刀レ 

原稿を受信するたびにレポートをプリントします。 

3. ツウシンカンリレが-卜 

20回通信（送信と受信）するたびに、通信管理レポートの自 
動プリントをするかどうかを設定します。 

プリントスル 

通信管理レポートを自動的にプリントします。 

プリントシナイ 

通信管理レポートをプリントしません。 

4. ソウシンキノウセツテイ 

送信機能を設定します。 

1. ECM ソウシン 

ECM ( エラー訂正モード）送信をオン/オフします。 


相手機が ECM 対応の場合、すべての送信を ECM 付きで行い 
ます。 

シナイ 

ECM をオフにします。 

2.が-ス‘シ''カンセット 

ダイヤルに挿入するポーズ長さを設定します。 

1〜15秒 （2 秒） 

3.シ''ド' ウリダイヤル 

相手が通話中または応答がないとき、自動リダイヤルを行うか 
どうかを設定します。 


リダイヤル動作をカスタム化します。 

1.リタ'' イヤルカイスウ 

リトライ回数を設定します。 

1〜10回 （2 回） 

2.リダイヤルカンカク 

リダイヤル間の時間周期を設定します。 

2〜99分 （2 分） 

シナイ 

最初のダイヤルで送信できなかった場合、リダイヤルは行いま 
せん。 

4.ダイヤルタイムアウト 

ファクス香号を入力した後、原稿の自動読み込みを設定します。 


ファクス番号を入力した後、5または10秒が内に読み込みを 
開始します。 

シナイ 

原稿を読み込むためには、[スタート]を押します。[スタート] 
を押さないと、1分後に自動クリア機能が作動し、ディスプレ 
イは待受画面に戻ります。（ーユーザーズガイド「10章各種 
機能の登録/設定」） 


(太字は工場出荷時の設定) 


各種機能の登録/設定 
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設定項目 

説明内容 

5 .ダイヤル'：/カイセンカたン 

ダイヤル時の回線確認を設定します。 


ダイヤル時の回線確認をオンにします。 

シナイ 

ダイヤル時の回線確認をオフにします。 

5. ゾュシンキノウセツテイ 

受信機能を設定します。 

1 .ECM ゾュシン 

ECM (エラー訂正モード）受信をオン/オフします。 

M 

相手機が ECM 対応の場合、すべての受信を ECM 付きで行い 
ます。 

シナイ 

ECM をオフにします。 

2. F/T ショウサイセツテイ 

FAX/TEL をセットすると、が下のオプション項目を設定でき 
ます。 

] .ヨビダシカイシ'ン‘カン 

ファクス信号を聞いてから呼び出し音を鳴らすまでの時間を 
設定します。 

0秒〜30秒 （6 秒） 

2 .ヨビダシシ''カン 

着信呼び出し音を鳴らす時間を設定します。 

15秒〜300秒 （1 5秒） 

3.ヨビダシコ'' ノト'' ウサ 

F/T 呼び出し時間が経過した後の対応を選択します。 

シ♦ュシン 

ファクス受信モードに自動的に切り替えて、ファクス受信を開 
始します。 

シュウリョウ 

通信を切断します。 

3. チヤクシンヨヒ''ダ':/ 

電話を受信したとき電話機が呼び出し音を鳴らすかどうかを設 
定し、電話に応答できるようにします。この機能は、ファクス 
受信モード がぷ ドウ>に設定されているときだけ利用できます。 

シナイ 

電話を受信したとき、電話機は呼び出し音を鳴らしません。 

刀レ 

電話機が接続されている場合、電話を受信したとき電話機は呼 
び出し音を鳴らします。 

ヨビダ':/カイスウ 

着信呼び出し音回数を設定します。指定した呼び出し音回数の 
後、電話は切断されます。 

1 〜 99 回 （2 回） 

4.ゾト''ウシ'' ュシンキリカエ 

手動受信モード時に、接続されている外付け電話機が指定時間 
の間呼び出し音を鳴らした後、原稿受信モードに切り替えるか 
どうかを設定します。 

スル 

接続されている外付け電話機が指定時間の間呼び出し音を鳴 
らした後、原稿受信モードに切り替えます。 

ヨビダシシ''カン 

原稿受信モードに切り替えるまでの時間長さを設定します。 

1 〜 99 秒 （15 秒） 


(太字は工場出荷時の設定) 


各種機能の營録/設定 
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設定項目 

説明内容 

シナイ 

誰かが手動で電話に応答するまで、接続されている外付け電話 
機が呼び出し音を鳴らし続けます。 

5. リモ-トシ'' ユシン 

リモート受信を設定します。 


リモート受信が可能です。 

リモ-トシ'' ユシン ID 

外付け電話機から番号をダイヤルして、原稿の受信を開始する 
ことができます。 

〇〜9、 乂 および#を使用した2おの組み合わせが可能です。 
初期設定は 25 です。 

シナイ 

リモート受信は無効です。 

6.が、/ウシユクショウ 

縮小して画像を受信します。 


縮小受信します。 

1.シユクショウモ-ド' センタク 

シ''ドウ：縮ルサイズは自動的に設定されます。 

] テイ：縮ルサイズを事前に設定します。 

97%、95%、90%、7日％ 

2. シユクショウホウ]ウセンタク 

タテノミ：縦方向だけ縮小されます。 

タテヨ]トモ：縦および横方向が縮ルされます。 

シナイ 

縮小受信しません。 

7.インシ''ケイ、/ク 

トナー供給が低下したとき、本製品の対応方法を設定できます。 

シナイ 

すべての原稿をメモリに受信します。 

スル 

印字を継続します。この設定では、トナーがなくなっても原稿 
はメモリに保をされません。カートリツジを新しいものと交換 
した後は、くシナイ> に再設定してください。 

6. システムカンリセツテイ 

ファクスモードの画質の初期設定をします。 

1. FAX ホ-ムがシ''ション 

ファクス機能の初期設定をします。 

1.ョミトリノウド 

読み取り濃度を設定します。 

フツウ 

標準原稿に適しています。 

コク 

薄い原稿に適しています。 

ウスク 

濃い原稿に適しています。 

2.カイソ'' ウト‘ 

ファクス解像度を設定します。 

ヒョウシ’;!ン 

ほとんどテキストだけの原稿に適しています。 

フアイン 

細かい文きなどの原稿に適しています。 

外シン 

写真が入っている原稿に適しています。 


(太字は工場出荷時の設定) 


各種機能の登録/設定 


8-6 




























設定項目 

説明内容 

ス-八°-フアイン 

細かい文字および画像が入っている原稿に適しています。（解 
像度は標準の4倍です） 

■ U トラフアイン 

細かい文きおよび画像が入っている原稿に適しています。（解 
像度は標準の8倍です） 


(太字は工場出荷時の設定) 


宛先登録 


設定項目 

説明内容 

1. ワンタッチダイヤル 

ワンタッチダイヤルの情報を登録します。（ーワンタッチダイヤル 
を登録する： P .3-1) 12件まで登録できます。 

1 . 7ンヮ八、、ン〕、、ゥ 

相手のファクス/電話番号（スペースも含めて最大120お）を登録 
します。 

之巧エ 

相手の名称 （ スペースも含めて最大16巧）を登録します。 

2. タンシュクダイヤル 

短縮ダイヤルの情報を登録します。100件まで登録できます。 

(一短縮ダイヤルを登録する： P .3-3) 

1 . 7ンヮ八、、ン〕、、ゥ 

相手のファクス/電話番号（スペースも含めて最大120お）を登録 
します。 

之巧エ 

相手の名称（スペースも含めて最大16お）を登録します。 

3.グル-プダイヤル 

グループダイヤルの情報を登録します。111件まで登録できます。 
(ーグループダイヤルを登録する： P .3-5) 

1.7 ンヮノい〕、、ゥ 

ワンタッチダイヤルキーまたは短縮ダイヤル番号を指定することに 
よって相手のファクス/電話番号を登録します。 

之巧エ 

相手の名称（スペースも含めて最大16お）を登録します。 


レポー ト/リスト 


設定項目 

説明内容 

1. ツウシンカンリレが-卜 

通信件数が20件となって自動印刷される前に手動でレポートをプ 
リントします。 

之ダイヤルリスト 

ワンタッチダイヤルキー、短縮ダイヤル番号、またはグループダイ 
ヤル用に登録されているファクス/電話番号のリストをプリントし 
ます。 

ワンタッチダイヤルリスト、短縮ダイヤルリスト、グループダイヤ 
ルリストがプリントできます。 

3. ユ-ザ 7 -タリスト 

メニューに設定または登録されている項目のリストをプリントしま 
す。 


各種機能の營録/設定 
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CHAPTER 


本章では、本製品のファクス機能のおもな仕様および索引を記載しまず。 




仕様は予告なく変更することがありますのでご了承くださし、。 


ファクス機能 

適用回線 公衆電話網 （ PSTN ) 

互換性 G 3 

データ圧縮方式 MK MR , MMR ,」 B に 

モデム速度 33.6/3 1 .2/28.8/26.4/24/2 1 .6 /1 9.2/1 6.8/14.4/1 2/9.6/7.2/48/2.4 

Kbps 

自動フォールバック 

電送速度 約3秒/ぺージ * ECM - JB に、 33.6 Kbps でメモリから送信 

* 1 TU-T N 0.1 チヤート、標準モードの場合 

送信/受信メモリ 送信：最大約256ページ* 

受信：最大約256ページ* 

* 1 TU-T N 0.1 チヤート、標準モードの場合 

ファクス読み取り速度 0.8 msec / ライン* 

*1 TU-T N 0.1 チヤートの場合 

ファクス解像度 標準モード： 8画素 /mm X 3.85 ライン /mm 

ファインモード： 8画素 /mm X 7.7 ライン /mm 
フォトモード： 8画素 /mm X 7.7 ライン /mm 
スーパーファインモード： 8画素 /mm X 1 5.4 ライン /mm 
ウルトラフアインモード：16画素 /mm X 1 5.4 ライン /mm 
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ダイヤル方式 


通信機能 


電話機能 

接続可能な電話 


• ダイヤル登録機能 

ワンタッチダイヤル （12 件） 

短縮ダイヤル（100件） 

グループダイヤル （1 11件） 

電話帳ダイヤル （ 電話帳キーによる） 

. 通常ダイヤル（数きキーによる） 

• 自動リダイヤル 

• 手動リダイヤル（リダイヤル/ポーズキーによる） 

• 同報送信 （113 件） 

• 自動受信 

• 電話機によるリモート受信（初期設定 ID : 25) 
•通信管理レポートだ〇件ごと） 

•送信/受信結果レポート 
• 発信元情報 


電話機/留守番録音機 （ 切換え検出信号） 



索引 


記号 


か 


[◄(-)]、 [►(+)] キー， 1-2 


D 

DM セイゲン， 8-3 


E 

ECM シ‘ュシン， 8-5 
ECM ソウシン， 8-4 


F 

F / T ショウサイセツテイ， 8-5 
FAX ホ-ムがシ‘シヨン， 8-6 


0 

[0 K ] キー， 1-3 


海外にファクスを送る， 4-1] 

回線種別を登録する 

カイセンシ1ルイセンタク， 8-2 
電話回線の種類を設定する， 2-9 
[画質]キー， 1-3 
画質を調節する 

カイ、/ウト‘， 8-6 
画質を変更する， 4-4 
カスタマーサポート， 1-1 
力''、/ウシュクショウ， 8-6 
画面入カモード， 2-1 
基本情報を登録する， 2-1 
キホンセツテイ， 8-2 
[クリア]キー， 1-3 
グループダイヤル 

ク''ル-プダイヤル， 8-7 
ダイヤルする， 4-7 
登録する， 3-5 
変更/削除する， 3-6 
リスト， 3-8 
ゲン〕ウカ''ナカ‘スキ‘マス， 7-2 
ゲン〕ウヲテンケンシテクタ'' サイ， 7-1 
困ったときには， 7-1 



お 

インシ‘ケイ、/ク， 8-6 
エラー コー ド， 7-4 
エラーランプ， 1-2 
オフフックアラ-ム， 4-1 3, 8-3 
[オンフック]キー， 1-2 


さ 

システムカンリセツテイ， 8-6 
[ システムモニタ]キー， 1-3 
シ‘卜‘ウシ'' ュシンキリカ I ， 8-5 
自動リダイヤル， 4-8 

シ‘卜‘ウリダイヤル， 8-4 
シ‘ュシンキノウセツテイ， 8-5 
シ‘ュシンスタ-トスピ-卜‘， 8-2 
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受信結果レポート， 6-6 

シ • ユシンヶッカレが-卜， 8-4 
受信する， 5-1 

自動受信， 5-2 
受信を中止する， 5-6 
手動受信， 5-4 
トラブル， 7-8 

他の作業中に受信する， 5-5 

問題が発生した場合にメモリ受信する 

5-5 

留守番電話を接続して受信する， 5-4 
受信モード 

TEL / FAX , 5-2 
シ‘卜‘ウ， 5-2 
シ • ユシントト''， 8-2 
受信モードを設定する， 5-1 
シユト‘ウ， 5-4 
ルス TEL , 5-4 
手動送信， 4-2 
仕様， 9-1 

[スタート]キ ー， 1-3 
[ストップ/リセット]キー， 1-3 
[節電]キー， 1-2 
操作パネル， 1-2 
ソウシンキノウセッテイ， 8-4 
送信結果レポート， 6-4 

ソウシンケッカレが-卜， 8-3 
ソウシンスタ-トスピ - K ' ， 8-2 
送信する 

海外にファクスを送る， 4-1] 

手動送信， 4-2 
送信方法， 4-1 
同報送信， 4-10 
トラブル， 7-6 

ポーズを入れて送信する， 4-1] 

メモリ送信， 4-1 


た 

代行受信， 5-5 
ダイ〕ウシ‘ュシンシマシタ， 7-3 
ダイヤル回線， 2-9 
ダイヤル回線設定， 8-2 
ダイヤルゾカイセンカク ニ ン， 8-5 
ダイヤルする， 4-5 

グループ ダイヤル， 4-7 
短縮ダイヤル， 4-6 
通常， 4-5 
電話帳， 4-7 

ワンタッチダイヤル， 4-6 
ダイヤルタイムアウト， 8-4 
ダイヤル登録機能， 3-1 
ダイヤルリスト， 3-7 
ダイヤルリスト， 8-7 
[ 短縮]キー，1 -2 
短縮ダイヤル 

ダイヤルする， 4-6 
タンシュクダイヤル， 8-7 
登録する， 3-3 
変更/削除する， 3-4 
短縮ダイヤルリスト， 3-7 
チヤクシンヨビダシ， 8-5 
通信管理レポート， 6-2 

ツウシンカンリレが-卜， 8-4, 8-7 
通信管理レポートの設定を変更する， 6-4 
通話中/メモリランプ， 1-2 
ディスプレイ， 1-3 
ディスプレイの表示， 1-2, 7-1 
待受画面， 1-4 
停電， 7-1 2 
テゲシノヨウシヲシ‘ヨキヨ， 7-3 
テンキー， 1-3 
7ンワカイセンセッテイ， 8-2 
[電話帳]キー， 1-2 
電話のトラブル， 7-1] 

同報送信， 4-10 
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登録/設定メニュー, 8-1 
登録する 

グループダイヤル， 3-5 
短縮ダイヤル， 3-3 
発信元番号と発信者名， 2-8 
ワンタッチダイヤル， 3-1 
I ン発信， 4-1 3 
トラブル 

受信のとき， 7-8 
送信のとき， 7-6 
電話 ,7-11 


な 

[濃度]キー， 1-2 
濃度を調節する， 4-4 


は 

発信者名， 2-8 
発信元記録 

八ッシンモトキ□ク， 8-3 
ユ-ゲリャクショウトウ□ク， 8-2 
発信元情報， 2-6 
発信元番号， 2-8 
曰付/時刻を登録する， 2-7 
[ファクス]キー， 1-2 
ファクスモード， 1-4 
ファクスのトラブル， 7-6 
プッシュ回線， 2-9 
プッシュホンサービス， 4-13 
ポーズ 

が-ス‘シ''カンセット， 8-4 

ポーズを挿入してダイヤルする， 4-1 1 


ま 

待受画面，1 -4 
ミトゥロクテ’ス， 7-3 
[メニュ ー] キー， 1-2 
メモリカ'' イツ A イ7ス， 7-2 
メモリシヨウリョウ nn %, 7-2 
メモリ送信，4-] 

文字を入力する， 2-1 

アルフアベットを入力する， 2-3 
カナを入力する， 2-1 


や 

ユ-ゲ TEL トウ□ク， 8-2 
ユーザデータリスト， 6-7 
プリントする， 6-7 
ユ-ザ' テ‘-タリスト， 8-7 
ヨウシサイス'' ヘン]ウ， 7-1 
ヨウシノサイス'' ヲチ I ック， 7-2 
ヨミトリノウト。， 8-6 


ら 

リスト， 6-1 
リダイアル， 4-8 

自動リダイアル， 4-8 
手動リダイアル， 4-8 
[ リダイヤル/ポーズ]キー， 1-2 
リモ-トシ‘ュシン， 8-6 
留守番電話機， 5-5 
レポート， 6-1 
レが-トセッティ， 8-3 



わ 

ワンタッチダイヤル 

ダイヤルする， 4-6 
登録する， 3-1 
変更/削除する， 3-3 
ワンタッチダイヤル， 8-7 
ワンタッチダイヤルリスト， 3-7 
[ ワンタッチダイヤル]キー， 1-2 
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